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拙
論
は
、
西
晋
・
潘
岳
（
二
四
七
～
三
〇
〇
）
に
始
ま
る
悼
亡
詩
の
系
譜
の
中
で
、
初
唐
・
盛
唐
に
お
け
る
作
品
は
皆
無
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
唐
・
韋
應
物
（
七
三
五
？
～
七
九
〇
？
）
の
悼
亡
詩
（
亡
妻
を
悼
む
詩
、
以
下
「
韋
悼
」
と
略
す （
１
））
が
、
突
如
、
質
量
と
も
に
豊
か
な
作
品
群
と
し
て
出
現
し
得
た
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
論
考
を
重
ね
て
き
た （
２
）。
妻
に
対
す
る
愛
情
と
そ
の
喪
失
の
悲
哀
が
パ
ト
ス
と
な
っ
て
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
考
察
の
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
彼
が
先
行
の
悼
亡
詩
お
よ
び
哀
傷
作
品
を
模
擬
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
詩
境
を
広
め
、
多
様
性
を
実
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
模
擬
性
は
い
か
な
る
特
質
を
有
し
、
そ
れ
は
何
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
、
分
析
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
「
韋
悼
」
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、
看
過
し
得
な
い
作
が
、「
古
詩
十
九
首
」（
以
下
、
「
古
十
九
」
と
略
す
）
で
あ
る （３
）。
其
の
一
に
お
い
て
、
第
一
章
で
は
、「
明
月
皎
夜
光
」
（
「
古
詩
十
九
首
」
其
の
七
、
「
古
７
」
と
略
す
。
以
下
、
同
じ
）
と
の
関
わ
り
を
分
析
し
て
、
「
古
十
九
」
の
淵
源
と
さ
れ
る
『
詩
經
』
を
原
拠
と
す
る
詩
語
が
「
古
十
九
」
を
媒
介
さ
せ
る
こ
と
で
意
味
を
変
換
さ
せ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
第
二
章
で
は
、
「
凛
凛
歳
云
暮
」
（
「
古
16」
）
と
の
関
わ
り
を
中
心
と
し
て
、
「
古
十
九
」
を
原
拠
と
す
る
詩
句
や
表
現
が
潘
岳
哀
傷
作
品
の
波
動
を
受
容
し
て
踏
襲
さ
れ
て
い
る
と
い
う
重
層
性
、
ま
た
「
古
十
九
」
と
関
連
の
深
い
「
長
門
賦
」
や
西
晋
・
陸
機
（
二
六
一
～
三
〇
三
）
の
「
擬
古
詩
」
の
詩
句
を
も
襲
用
す
る
と
い
う
複
合
性
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
特
質
は
、
「
韋
詩
」
の
質
量
と
も
に
突
出
し
た
出
現
の
遠
因
と
み
な
せ
よ
う
。
其
の
二
に
お
い
て
も
、
右
の
命
題
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
考
察
を
深
め
た
い
。
第
三
章
「
古
詩
十
九
首
」
其
の
二
「
靑
靑
河
畔
草
」
と
の
関
わ
り
韋
應
物
作
品
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、
畳
字
の
多
用
と
い
う
こ
と
を
す
で
に
指
摘
し
た
が （４
）、
後
述
の
如
く
、
悼
亡
詩
に
お
い
て
も
少
な
か
ら
ず
看
取
さ
れ
る
。
ま
た
「
古
十
九
」
に
お
け
る
多
用
は
、
各
注
釈
書
も
指
摘
す
る （
５
）。
中
で
も
「
古
２
」「
青
青
河
畔
草
」
が
、
次
の
よ
う
に
、
六
種
の
畳
字
を
句
頭
に
え
て
連
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
韋
應
物
の
関
心
を
引
い
た
で
あ
ろ
う
。
一
黒
田
真
美
子
「
古
詩
十
九
首
」
と
の
関
わ
り
其
の
二
韋
應
物
悼
亡
詩
論
（
承
前
）
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①
靑
靑
河
畔
草
青
青
た
り
河
畔
の
草
②
鬱
鬱
園
中
柳
鬱
鬱
た
り
園
中
の
柳
③
盈
盈
樓
上
女
盈
盈
た
る
楼
上
の
女
④

當


皎
皎
と
し
て

に
当
た
る
⑤
娥
娥
紅
粉

娥
娥
た
る
紅
粉
の

よ
そ
お
い
⑥
纎
纎
出
素
手
繊
繊
と
し
て
素
手
を
出
だ
す
⑦
昔
爲
倡
家
女
昔
は
倡
家
の
女
⑧
今
爲
蕩
子
婦
今
は
蕩
子
の
婦
⑨
蕩
子
行
不
歸
蕩
子
行
き
て
帰
ら
ず
⑩
空
牀
難
獨
守
空
牀
独
り
守
る
こ
と
難
し
当
該
作
も
、
「
古
16」
と
同
様
、
遠
路
出
か
け
た
ま
ま
帰
ら
ぬ
夫
（
「
蕩
子
」
）
を
一
人
待
つ
「
思
婦
」
の
詩
で
あ
る
が
、
「
古
16」
が
、
一
貫
し
て
「
我
」
（
⑥
「
同
袍
與
我
違
」
）
と
い
う
妻
自
身
の
一
人
称
の
視
点
か
ら
詠
ま
れ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
妻
は
、
「
樓
上
の
女
」
と
い
う
三
人
称
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
客
観
的
形
象
化
が
可
能
に
な
り
、
そ
の
姿
を
③
～
⑥
の
句
頭
に
畳
字
を
連
ね
る
こ
と
で
、
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
こ
の
四
種
の
畳
字
の
意
味
は
、
「
古
十
九
」
中
の
ほ
か
の
用
例
や （６
）、
各
注
釈
書
を
参
照
に
す
れ
ば
、「
盈
盈
」「
皎
皎
」
は
、
豊
か
で
輝
く
ば
か
り
の
風
姿
を
表
し
、「
娥
娥
」
は
、
容
貌
の
美
し
さ
、「
纎
纎
」
は
、
ほ
っ
そ
り
し
た
な
よ
や
か
な
白
い
手
を
形
容
す
る
。
一
見
、
無
造
作
に
重
ね
ら
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
前
の
二
種
は
、
女
性
の
存
在
が
放
つ
光
沢
の
あ
る
麗
し
さ
、
後
ろ
の
二
種
は
、
身
体
の
部
分
に
絞
っ
て
、
紅
と
白
の
色
彩
的
効
果
を
も
加
味
し
な
が
ら
描
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
す
れ
ば
、
第
一
聯
の
「
靑
靑
」
「
鬱
鬱
」
の
畳
字
も
、
色
彩
と
光
（
明
度
）
の
対
比
が
意
識
さ
れ
、
第
二
聯
へ
の
自
然
な
流
れ
を
生
み
出
し
て
い
る
。
馬
茂
元
が
説
く
よ
う
に
、「
靑
靑
」「
鬱
鬱
」
と
い
う
春
の
生
き
生
き
と
し
た
植
物
の
様
態
が
「
樓
上
の
女
」
の
「
盈
盈
」
と
し
た
豊
か
な
姿
態
を
詠
い
興
す
興
的
機
能
と
と
も
に
、
「
靑
靑
」
と
い
う
畳
字
の
持
続
作
用
の
果
て
し
な
さ
は
、
遠
行
し
て
帰
ら
ぬ
「
蕩
子
」
へ
の
綿
々
た
る
思
い
の
比
喩
的
表
現
に
も
な
っ
て
い
る
。
第
二
句
と
同
様
の
詩
句
を
用
い
た
古
楽
府
「
飲
馬
長
城
窟
行
」（『
文
選
』
巻
二
十
七
）
が
「
靑
靑
た
り
河
畔
草
、
綿
綿
と
し
て
遠
道
を
思
ふ
」
と
詠
う
よ
う
に （
７
）。
そ
し
て
河
沿
い
に
青
々
と
広
が
る
草
原
か
ら
、
河
の
流
れ
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
こ
ん
も
り
暗
く
茂
る
園
中
へ
と
視
線
が
移
り
、
さ
ら
に
楼
閣
と
窓
辺
の
女
性
へ
と
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
く
。
ま
さ
に
清
・
顧
炎
武
が
「
六
畳
字
を
連
用
す
る
も
亦
た
極
め
て
自
然
な
り
。
此
れ
よ
り
下
れ
ば
即
ち
人
の
継
ぐ
可
き
無
し
」
と
説
く
通
り
で
あ
る （
８
）。
畳
字
は
、
顧
炎
武
の
言
及
す
る
如
く
、『
詩
經
』「
衛
風
碩
夫
人
」
の
六
種
連
用
以
来
、
主
に
擬
音
語
、
擬
態
語
の
機
能
や
、
「
感
情
の
流
出
を
よ
り
流
暢
に
す
る （
９
）」
効
果
を
有
し
て
、
韻
文
の
中
で
「
韻
律
美
と
修
辞
美
」
を
表
現
し
て
き
た
。
韋
應
物
も
そ
の
効
果
を
熟
知
し
、
「
韋
悼
」
に
お
い
て
も
多
用
し
て
い
る
。
今
、
紙
幅
の
都
合
で
「
古
十
九
」
と
同
一
の
詩
語
の
み
を
挙
げ
て
、
簡
潔
に
「
古
十
九
」
と
比
較
す
る （
）（「
韋
」
下
の
算
用
数
字
は
、
注（
2）に
挙
げ
た
「
韋
悼
」
の
通
し
番
号
）。
杳
杳
「
杳
杳
日
云
夕
、
鬱
結
誰
爲
開
（
杳
杳
と
し
て
日
云 こ
こ
に
暮
れ
、
鬱
結
誰
が
為
に
か
開
く
）」（
韋
４
）、「
冥
冥
獨
無
語
、
杳
杳
將
何
適
（
冥
冥
と
し
て
独
り
語
る
無
く
、
杳
杳
と
し
て
将 は
た何
く
に
か
適
か
ん
）」（
韋
10）
―
古
13「
下
有
陳
死
人
、
杳
杳
	長
暮
（
下
に
陳
死
の
人
有
り
、
杳
杳
と
し
て
長
暮
に
即 つ
く
）」「
古
13」
は
、
「
郭
北
の
墓
を
望
」
ん
で
人
生
無
常
の
感
慨
を
詠
み
、「
杳
杳
」
は
「
長
暮
」
と
い
う
明
け
る
こ
と
の
な
い
死
の
世
界
を
形
容
す
る
。
「
韋
悼
４
」
も
そ
れ
と
関
わ
り
な
が
文
学
部
紀
要
第
六
十
九
号
二
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ら
、
時
間
的
空
間
的
に
薄
暗
い
様
態
を
表
し
、
10で
は
、
心
情
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
蕭
蕭
は
、
韋
５
・
16―
古
13・
14。
す
で
に
第
一
章
第
二
節
で
論
究
し
た
の
で
、
省
略
。
迢
迢
「
迢
迢
芳
園
樹
、
列
映
清
池
曲
（
迢
迢
た
り
芳
園
の
樹
、
列
ね
て
清
池
の
曲
に
映
す
）
」
（
韋
７
）
―
古
10「
迢
迢
牽
牛
星
、

河
女
。
纎
纎
素
手
、
札
札
弄
機
杼
（
迢
迢
た
り
牽
牛
星
、

た
り
河
漢
の
女
。
纎
纎
と
し
て
素
手
を
擢
げ
、
札
札
と
し
て
機
杼
を
弄
す
）」「
古
10」
は
、
織
女
の
牽
牛
星
へ
の
切
な
い
思
い
を
詠
い
、「
迢
迢
」
は
、
果
て
し
な
く
遠
い
広
が
り
を
表
す
。「
韋
悼
」
は
、
天
界
を
大
地
に
変
換
し
、
ス
ケ
ー
ル
も
小
さ
い
。

戚
戚
「
庭
樹
轉
蕭
蕭
、
陰
蟲
還
戚
戚
（「
庭
樹
転
た
蕭
蕭
、
陰
虫
還
っ
て
戚
戚
」）
（
韋
16）
―
古
３
「
極
宴
娯
心
意
、
戚
戚
何
所
（
極
宴
し
て
心
意
を
娯
ま
し
め
ば
、
戚
戚
何
ぞ
迫
る
所
あ
ら
ん
）」「
古
３
」
は
、
短
い
人
生
ゆ
え
に
「
極
宴
（
極
上
の
宴
会
）
」
を
楽
し
も
う
と
詠
い
、
「
戚
戚
」
は
、
憂
愁
の
さ
ま
を
意
味
す
る
。
「
韋
悼
」
で
は
、
擬
音
語
と
し
て
用
い
ら
れ
、
寂
寥
感
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
茫
茫
「

居
人
少
、
茫
茫
野
田
緑
（

と
し
て
居
人
少
な
く
、
茫
茫
と
し
て
野
田
緑
な
り
）
」
（
韋
25）
―
古
11「
迴
車
駕
言
邁
、
悠
悠
	長

。
四
顧
何
茫
茫
、
東
風
搖
百
草
（
車
を
迴 め
ぐら
し
駕
し
て
言 こ
こに
邁 ゆ
き
、
悠
悠
と
し
て
長
道
を
渉
る
。
四
顧
す
る
に
何
ぞ
茫
茫
た
る
、
東
風
百
草
を
揺
る
が
す
）
」
両
と
も
草
原
の
緑
が
遠
く
ま
で
広
が
っ
て
い
る
様
子
を
詠
う
。
予
想
に
反
し
て
、
同
一
の
畳
字
は
五
種
の
少
な
さ
に
止
ま
り
、
意
味
的
に
も
単
純
な
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
は
な
く
、
機
能
や
背
景
を
変
換
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
こ
こ
に
「
古
２
」
の
六
種
の
畳
字
が
、
認
め
ら
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
や
は
り
女
性
美
を
形
容
す
る
四
種
の
畳
字
を
妻
に
用
い
る
の
は
、
憚
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
は
た
し
て
理
由
は
そ
れ
だ
け
か
。「
靑
靑
」「
鬱
鬱
」
を
も
用
い
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
を
推
考
す
べ
き
で
あ
る
。
其
の
一
で
述
べ
た
如
く
、
韋
應
物
は
、「
擬
古
詩
十
二
首
」（
以
下
、「
韋
擬
十
二
」
と
称
す
）
を
詠
ん
で
お
り
、「
古
２
」
の
模
擬
詩
其
の
二
（
以
下
、「
韋
擬
２
」
と
称
す
）
も
試
み
て
い
る
。
①
黄
鳥
何
關
關
黄
鳥
何
ぞ
関
関
た
る
②
幽
蘭
亦
靡
靡
幽
蘭
亦
た
靡 び
靡 び
た
り
③
此
時
深
閨
婦
此
の
時
深
閨
の
婦
④
日
照
紗
窓
裏
日
は
照
ら
す
紗
窓
の
裏
⑤
娟
娟
雙
靑
娥
娟
娟
と
し
て
青
娥
双
び
⑥
微
微
啓
玉
齒
微
微
と
し
て
玉
歯
啓
く
⑦
自
惜
桃
李
年
自
ら
惜
し
む
桃
李
の
年
⑧
誤
身

子
身
を
遊
侠
の
子
に
誤
る
⑨
無
事
久
離
別
事
無
く
し
て
久
し
く
離
別
し
⑩
不
知
今
生
死
今
の
生
死
を
知
ら
ず
「
韋
擬
十
二
」
の
詳
細
は
、
第
四
章
に
譲
り
、
畳
字
に
限
っ
て
言
え
ば
、
十
二
首
の
う
ち
、
畳
字
を
最
多
に
用
い
る
の
は
、
「
韋
擬
２
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
韋
應
物
が
「
古
２
」
を
模
擬
す
る
際
、
や
は
り
畳
字
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
古
２
」
の
六
種
の
畳
字
が
皆
無
な
の
は
、
意
識
的
に
避
け
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
第
一
聯
は
、
「
古
２
」
と
同
様
、
自
然
を
詠
う
が
、「
青
青
と
し
た
草
」
を
「
黄
色
い
鳥
」
に
変
え
て
い
る
。「
黄
鳥
」「
關
關
」
韋
應
物
悼
亡
詩
論
（
承
前
）
三
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は
、
と
も
に
『
詩
經
』
周
南
の
詩
語
で
あ
り
、
「
古
十
九
」
が
「
国
風
」
を
淵
源
と
し
て
い
る
こ
と
を
、
暗
に
籠
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
押
さ
え
た
う
え
で
、
「
靑
」
か
ら
「
黄
」
へ
と
視
覚
的
効
果
を
残
し
な
が
ら
、
聴
覚
的
表
現
に
変
換
し
て
い
る
。
「
古
２
」
②
「
鬱
鬱
と
し
た
柳
」
は
、
「
鬱
」
と
通
じ
る
「
幽
」
を
冠
し
て
「
蘭
」
に
変
え
て
い
る
。
植
物
と
い
う
共
通
項
で
え
な
が
ら
、
「
蘭
」
（
香
草
）
に
よ
っ
て
嗅
覚
的
要
素
を
加
え
、「
幽
」
と
い
う
韋
應
物
が
頻
用
す
る
詩
語
を
用
い
て （
）、
独
自
の
興
趣
を
試
み
て
い
る
。
同
時
に
「
幽
蘭
」
は
『
楚
辭
』
「
離
騒
」
を
想
起
さ
せ
、「
靡
靡
」
は
、『
詩
經
』
王
風
・
黍
離
を
出
自
と
す
る
。
す
な
わ
ち
①
の
『
詩
經
』
と
の
典
故
対
を
も
試
み
て
い
よ
う
。
そ
し
て
「
關
關
」
は
、
仲
睦
ま
じ
い
番 つが
い
の
さ
え
ず
り
で
あ
り
、
「
靡
靡
」
も
な
よ
や
か
に
寄
り
添
う
さ
ま
で
、
③
「
深
閨
婦
」
の
新
婚
時
（「
桃
李
年
」）
の
様
子
に
繋
が
り
、
第
一
聯
は
、
い
わ
ば
興
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
「
古
２
」
の
第
一
聯
と
同
じ
く
自
然
な
流
れ
と
な
り
、
先
の
顧
炎
武
評
を
適
用
し
得
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
基
本
的
要
素
や
枠
組
み
を
遵
守
し
な
が
ら
も
、
単
純
に
詩
語
を
踏
襲
す
る
の
で
は
な
い
、
韋
應
物
の
変
革
志
向
を
看
取
す
る
の
は
、
ち
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か （
）。
以
上
の
よ
う
に
、
韋
應
物
が
「
古
２
」
の
畳
字
に
関
心
を
抱
き
な
が
ら
も
、
「
韋
詩
」
や
「
韋
擬
２
」
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
を
安
易
に
襲
用
せ
ず
、
自
ら
の
詩
興
に
基
づ
く
新
た
な
る
息
吹
を
試
み
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
だ
が
「
古
２
」
に
お
い
て
彼
が
畳
字
以
上
に
着
目
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
第
四
聯
の
今
昔
の
対
比
（
「
昔
爲
倡
家
女
、
今
爲
蕩
子
婦
」
）
で
あ
る
。
そ
れ
を
明
確
に
証
し
得
る
の
は
、
西
晋
・
陸
機
の
「
擬
靑
靑
河
畔
草
」（『
文
選
』
巻
三
十
「
擬
古
詩
」
十
二
首
、
其
の
五
。
以
下
、「
陸
擬
５
」
と
称
す
）
と
の
比
較
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
①
靡
靡
江
離
草
靡
靡
た
る
江
離
の
草
②
燿
生
河
側

ゆ
う燿 よ
うと
し
て
河
側
に
生
ず
③

彼
女
皎
皎
た
る
彼
の
女
④
阿
那
當
軒
織
阿
那
と
し
て
軒
に
当
た
り
て
織
る
⑤
粲
粲
妖
容
姿
粲
粲
と
し
て
容
姿
妖
め
か
し
く
⑥
	
	美
顔
色
	
	と
し
て
顔
色
美
し
⑦
良
人
遊
不
歸
良
人
遊
び
て
帰
ら
ず
⑧
偏
棲
獨
隻
翼
偏
棲
独
り
隻 せ
き翼 よ
くた
り
⑨
空
房
來
悲
風
空
房
悲
風
来
り
⑩
中
夜
起

息
中
夜
起
ち
て
歎
息
す
冒
頭
の
「
靡
靡
」
は
、
韋
が
踏
襲
し
て
お
り
（
「
韋
擬
２
」
②
）
、
「
韋
擬
」
は
、
「
陸
擬
」
を
も
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
を
明
示
す
る
。
こ
の
「
靡
靡
」
を
初
め
と
し
て
、
四
種
の
畳
字
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
中
の
③
「
皎
皎
」
は
、「
古
２
」（「
古
10、
19」
と
も
）
と
同
一
で
あ
る
。
「
②
燿
」
④
「
阿
那
」
と
い
う
双
声
畳
韻
を
用
い
る
こ
と
で
、
少
し
く
変
化
を
試
み
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
①
②
は
自
然
を
、
③
～
⑥
は
女
性
美
を
形
容
す
る
と
い
う
構
成
も
、
「
古
２
」
に
倣
う
。
第
四
・
五
聯
で
女
性
の
身
上
を
述
べ
て
、
ほ
っ
そ
り
と
し
た
白
い
手
で
紅
を
引
き
化
粧
す
る
女
か
ら
、
機
織
り
の
女
へ
と
変
容
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
⑦
は
、
「
古
２
」
の
「
蕩
子
行
不
歸
」
と
ほ
ぼ
同
一
で
、
⑧
⑨
⑩
は
、
第
二
章
の
対
象
作
「
古
16」
と
同
様
の
「
悲
風
」
が
吹
き
、「
翼
」
を
用
い
て
孤
独
を
表
し
、
夜
半
眠
れ
ず
に
い
る
。
す
な
わ
ち
「
陸
擬
」
は
、
「
韋
擬
」
に
比
べ
て
、
は
る
か
に
「
古
２
」
に
近
い
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
「
韋
擬
」
が
、
「
陸
擬
」
を
も
踏
ま
え
て
お
り
、
そ
の
分
、
「
古
２
」
と
の
距
離
が
遠
文
学
部
紀
要
第
六
十
九
号
四
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く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
起
因
す
る
。
鈴
木
敏
雄
「
韋
應
物

擬
古
詩
十
二
首
考
」
が
「
韋
の

十
二
首
は
、
手
法
に
お
い
て
六
朝
期
の
こ
の
先
覚
（
論
者
注
陸
機
）
の
業
績
を
、
一
つ
の
目
標
と
し
た
成
果 （
）」
と
説
く
通
り
で
あ
る
。
韋
應
物
が
「
古
２
」
の
「
倡
家
の
女
」
を
「
深
閨
の
婦
」
に
替
え
た
の
も
、
お
そ
ら
く
そ
の
媒
介
項
と
し
て
、
機
織
り
を
す
る
「
陸
擬
」
の
「
女
」
が
存
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
も
韋
應
物
の
複
合
的
模
擬
性
を
看
取
で
き
る
。
た
だ
「
陸
擬
」
に
は
、
ひ
た
す
ら
今
の
時
間
し
か
な
い
。
韋
應
物
は
、「
陸
擬
」
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
昔
の
時
間
、
換
言
す
れ
ば
今
昔
の
対
比
を
、
看
過
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
韋
應
物
の
時
間
表
現
へ
の
関
心
を
明
確
に
認
め
ら
れ
よ
う
。
「
韋
詩
」
に
お
け
る
「
今
昔
の
対
比
」
に
つ
い
て
は
第
二
稿
で
論
じ
た
の
で
、
贅
言
は
省
く
。
先
行
研
究
が （
）説
く
よ
う
に
、
「
韋
悼
」
よ
り
前
の
悼
亡
詩
が
今
の
悲
哀
に
耽
す
る
ば
か
り
に
対
し
て
、
彼
が
初
め
て
過
去
の
時
間
を
導
入
し
、
幸
福
な
昔
と
不
幸
な
今
と
い
う
対
比
に
よ
っ
て
、
今
の
悲
哀
の
深
さ
を
表
現
し
た
。
最
も
簡
潔
な
対
句
を
挙
げ
る
。
昔
出
喜
	家
昔
は
出
づ
れ
ば
家
に
還
る
を
喜
び
今
	獨
傷
意
今
は
還
り
て
独
り
意
を
傷
ま
し
む
（「
韋
悼
３
」「
出
還
」
第
一
聯
）
「
韋
詩
」
の
今
昔
の
対
比
は
、
今
昔
を
往
還
す
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
時
空
で
、
右
の
詩
句
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

昔
の
喜
び
と

今
の
傷
心
が
基
軸
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
そ
れ
を
再
度
指
摘
す
る
の
は
、
「
古
２
」
第
四
聯
の
今
昔
の
対
比
に
議
論
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
清
・
何

が
、
「
是
れ
終
身
諧 か
な
は
ざ
る
な
り
」
（
『
義
門
讀
書
記
』
巻
四
十
七
「
文
選
」
）
と
記
す
よ
う
に
「
倡
家
の
女
」
だ
っ
た
昔
も
不
幸
だ
っ
た
と
す
る
説
が
一
つ
。
こ
れ
に
対
し
て
、
吉
川
前
掲
論
文
は
、
『
文
選
』
中
の
今
昔
の
対
比
表
現
八
例
を
挙
げ
て
、
そ
れ
ら
と
同
様
、
当
該
聯
を
「
昔
日
の
幸
福
」
と
「
現
在
の
不
幸
」
と
の
対
比
と
解
す （
）。
ま
た
矢
田
博
士
「
昔
爲
倡
家
女
今
爲
蕩
子
婦
考
漢
代
の
「
倡
家
」
の
實
態
に
し
て
」
は
、
そ
の
実
態
と
、
そ
こ
に
所
属
す
る
女
性
の
境
遇
・
身
分
に
つ
い
て
、『
史
記
』『
漢
書
』
な
ど
を
渉
猟
し
、
唐
代
の
妓
女
の
不
幸
な
境
遇
と
異
な
り
、
漢
代
の
彼
女
ら
は
美
貌
と
技
芸
を
武
器
に
し
て
、
宮
殿
や
権
力
者
の
邸
宅
で
の
宴
席
と
い
う
「
華
美
な
世
界
で
の
活
動
が
可
能
」
で
あ
り
、
前
漢
武
帝
の
李
夫
人
ら
の
よ
う
に
、
皇
帝
や
高
官
の
愛
姫
に
ま
で
登
り
つ
め
る
可
能
性
を
も
秘
め
た
存
在
だ
っ
た
と
論
ず （
）。
翻
っ
て
韋
應
物
が
、「
古
２
」
の
「
昔
」
を
ど
の
よ
う
に
解
し
た
か
を
「
韋
擬
２
」
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
単
純
な
今
昔
の
対
比
は
退
け
ら
れ
て
い
る
が
、
⑧
「
身
を
誤
り
」、
⑨
長
く
離
別
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
⑩
夫
の
「
生
死
」
も
不
明
な
「
今
」
に
対
し
て
、
美
し
く
幸
福
だ
っ
た
⑦
「
桃
李
の
年
」
を
惜
し
ん
で
い
る
。
「
惜
春
」
の
語
に
類
し
て
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
青
春
の
幸
せ
な
時
間
の
喪
失
を
嘆
く
心
情
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
韋
應
物
の
解
釈
も
幸福
な
昔
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
が
、
解
釈
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
こ
に
こ
そ
、
彼
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
以
下
に
そ
の
点
を
の
べ
よ
う
。
「
古
２
」
の
第
四
・
五
聯
は
、「
蕩
子
婦
」
の
一
人
称
、
つ
ま
り
彼
女
の
独
白
と
捉
え
る
説
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
⑩
「
空
牀
難
獨
守
」
と
い
う
生
々
し
い
今
の
嘆
き
の
告
白
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
曹
旭
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に （
）、
「
古
２
」
全
詩
中
の
「
詩
眼
」
は
こ
の
「
守
」
で
あ
り
、
貞
潔
と
い
う
儒
教
的
婦
徳
と
人
間
的
真
情
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
に
よ
る
藤
が
、
迸
る
よ
う
に
詠
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
古
２
」
韋
應
物
悼
亡
詩
論
（
承
前
）
五
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の
比
重
は
、
あ
く
ま
で
今
の
不
幸
に
あ
り
、
全
詩
を
俯
瞰
す
れ
ば
、
⑦
の
「
昔
爲
倡
家
女
」
だ
け
が
、
「
昔
」
に
言
及
し
て
お
り
、
六
種
の
畳
字
を
句
頭
に
置
い
た
①
～
⑥
は
す
べ
て
今
の
情
景
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
韋
擬
２
」
は
、
「
關
關
」
と
さ
え
ず
る
「
黄
鳥
」
も
「
靡
靡
」
と
な
び
く
「
幽
蘭
」
も
「
桃
李
の
年
」
の
幸
福
を
象
徴
し
、「
古
２
」「
陸
擬
」
と
同
じ
十
句
構
成
の
中
、
同
じ
く
①
か
ら
⑥
ま
で
は
、
逆
に
昔
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
も
彼
の
今
を
昔
に
変
換
す
る
意
図
を
認
め
得
る
が
、
そ
れ
は
単
な
る
修
辞
上
の
意
欲
で
は
な
く
、
彼
の
昔

へ
の
思
い
入
れ
の
深
さ
の
表
れ
と
い
え
ま
い
か
。
そ
の
昔の
幸
福
を
象
徴
す
る
⑦
「
桃
李
」
の
語
は
、「
韋
悼
４
」「
冬
夜
」（
五
古
八
韻
）
に
も
見
え
る
。
①
杳
杳
日
云
夕
杳
杳
と
し
て
日
云
に
暮
れ
②
鬱
結
誰
爲
開
鬱
結
誰
が
為
に
か
開
か
ん
③
單
衾
自
不
暖
単
衾
自
ら
暖
か
な
ら
ず
④
霜
霰
已
皚
皚
霜
霰
已
に
皚
皚
た
り
⑤
晩
歳
淪
夙
志
晩
歳
夙
志
淪 ほ
ろび
⑥
驚
鴻
感
深
哀
驚
鴻
深
哀
を
感
ず
⑦
深
哀
當
何
爲
深
哀
当
に
何
を
か
為
す
べ
け
ん
や
⑧
桃
李
忽
凋
摧
桃
李
忽
ち
凋
摧
す
⑨
帷
帳
徒
自
設
帷
帳
徒
ら
に
自
ら
設
く
⑩
冥
寞
豈
復
來
冥
寞
豈
復
た
来
ら
ん
⑪
平
生
雖
恩
重
平
生
恩
重
し
と
雖
も
⑫
去
託
窮
埃
遷
去
し
て
窮
埃
に
託
す
⑬
抱
此
女
曹
恨
此
の
女
曹
の
恨
み
を
抱
く
⑭
顧
非
高
世
才
顧
み
る
に
高
世
の
才
に
非
ず
⑮
振
衣
中
夜
起
衣
を
振
る
ひ
て
中
夜
に
起
ち
⑯
河
尚
徘
徊
河
漢
尚
ほ
徘
徊
す
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
①
の
畳
字
は
、
「
古
13」
と
同
一
、
「
日
云
夕
」
も
、
「
古
16」
の
「
歳
云
暮
」
と
類
似
し
、
「
古
十
九
」
と
の
関
わ
り
が
認
め
ら
れ
る
。
第
八
聯
も
、「
古
19」
の
「
攬
衣
起
徘
徊
（
衣
を
攬
り
て
起
ち
て
徘
徊
す
）」
に
基
づ
き
、
「
河
漢
」
は
、「
古
10」
に
「
皎
皎
河
漢
女
」（
第
二
句
）「
河
漢
清
且
淺
」（
第
七
句
）
と
見
え
る
。
付
言
す
れ
ば
、
「
中
夜
起
」
は
、
前
掲
「
陸
擬
５
」
⑩
中
の
詩
語
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
韋
應
物
は
、
「
冬
夜
」
の
首
と
尾
を
「
古
十
九
」
に
よ
っ
て
、
相
呼
応
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
擬
古
詩
と
見
ま
ご
う
ば
か
り
の
作
で
あ
り
、
真
ん
中
に
据
え
ら
れ
た
「
桃
李
」
の
意
味
も
、
そ
の
関
わ
り
で
解
せ
よ
う
。
①
～
④
は
、
冬
の
夜
の
悲
哀
を
詠
い
、
⑤
で
自
身
の
老
い
に
言
及
し
、
⑥
の
「
深
い
悲
哀
」
は
、
そ
れ
も
含
む
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
措
か
れ
た
「
驚
鴻
」（
何
か
に
驚
い
て
飛
び
立
つ
白
鳥
）
に
つ
い
て
、
阮
注
は
、
魏
・
曹
植
「
洛
神
賦
」（『
文
選
』
巻
十
九
）
の
神
女
の
容
姿
の
軽
く
し
な
や
か
な
形
容
（「
其
の
形
や
翩
た
る
こ
と
驚
鴻
の
如
し
」）
を
典
故
と
す
る
。
第
二
稿
で
説
い
た
よ
う
に
、
神
女
は
思
い
人
の
死
後
の
理
想
化
さ
れ
た
存
在
を
意
味
す
る （
）の
で
、
こ
こ
で
も
亡
妻
の
比
喩
と
解
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
の
「
深
哀
」
で
あ
る
こ
と
は
、
言
を
俟
た
な
い
。
妻
と
の
幸
福
な
「
桃
李
の
年
」
は
、
「
驚
鴻
」
の
よ
う
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た
妻
の
死
に
よ
っ
て
、
忽
然
と
う
ち
砕
か
れ
た
。
蝉
聯
体
で
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
、
如
何
と
も
し
難
い
「
深
哀
」
に
ど
こ
ま
で
も
沈
み
ゆ
く
。
こ
の
「
桃
李
」
と
「
韋
擬
２
」
の
そ
れ
と
は
、
「
惜
し
む
」
主
体
（
思
婦
と
鰥
夫
や
も
め
）
の
性
差
や
状
況
を
異
に
し
な
が
ら
も
、
悲
哀
の
情
と
し
て
通
じ
て
い
く
。
さ
す
れ
ば
こ
文
学
部
紀
要
第
六
十
九
号
六
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こ
に
込
め
ら
れ
た
「
桃
李
」
は
、「
韋
擬
」
の
対
象
で
あ
る
「
古
２
」
の
「
倡
家
女
」
と
の
関
わ
り
で
、
緩
や
か
に
立
ち
上
っ
て
く
る
も
う
一
つ
の
幸
福
と
そ
の
喪
失
を
想
起
さ
せ
る
。
韋
は
、
「
深
哀
」
に
沈
み
な
が
ら
も
、
⑨
「
帷
帳
」
を
設
け
る
。
そ
れ
は
「
冥
寞
」
（
静
か
で
暗
い
）
つ
ま
り
あ
の
世
か
ら
の
彼
女
の
出
現
を
期
待
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
二
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に （
）、
漢
の
武
帝
の
寵
姫
李
夫
人
の
典
故
（
武
帝
は
亡
き
李
夫
人
を
慕
い
、
方
士
に
彼
女
を
呼
ば
せ
る
と
、
「
帷
帳
」
の
向
こ
う
に
そ
の
姿
が
浮
か
ん
だ
と
い
う
『
漢
書
』
巻
九
七
上
の
故
事
）
を
踏
ま
え
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
矢
田
論
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
李
夫
人
の
出
自
で
あ
る
「
古
２
」
の
「
倡
家
の
女
」
が
連
想
さ
れ
る
。
韋
應
物
の
「
古
２
」
の
幸福
な
昔
へ
の
執
着
は
、
妻
と
の
思
い
出
は
無
論
の
こ
と
、
そ
の
追
憶
の
糸
は
さ
ら
に
た
ぐ
り
寄
せ
ら
れ
て
、
武
帝
な
ら
ぬ
玄
宗
皇
帝
の
近
侍
と
し
て
宮
殿
を
出
入
り
し
、
特
権
を
享
受
し
た
十
代
後
半
の
「
華
美
な
世
界
で
の
活
動
」
を
も
喚
起
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
が
決
し
て
突
飛
な
連
想
で
は
な
い
こ
と
を
⑤
「
晩
歳
淪
夙
志
」
が
証
し
て
い
よ
う
。
こ
の
句
は
、
単
な
る
老
い
の
嘆
き
で
は
な
く
、
安
史
の
乱
に
よ
っ
て
す
べ
て
を
失
っ
た
若
き
韋
應
物
の
挫
折
を
意
味
し
て
い
る
。
「
桃
李
」
と
は
、
そ
の
両
者
を
含
む
昔

で
あ
り
、「
晩
歳
」
の
今
、「
夙
志
」
も
潰
え
妻
も
亡
く
し
、
そ
の
喪
失
感
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
、「
深
哀
」
の
ま
ま
眠
れ
ぬ
夜
を
過
ご
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
「
韋
詩
」
の
特
質
の
一
つ
で
あ
る
今
昔
の
対
比
の
源
は
、
「
古
２
」
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
韋
應
物
の
「
古
２
」
へ
の
関
心
は
、
第
四
聯
の
今
昔
の
対
句
に
顕
著
で
あ
り
、
特
に
「
昔
は
倡
家
の
女
為
り
」
が
彼
自
身
の
昔
へ
と
誘
う
こ
と
に
模
擬
へ
の
意
欲
を
喚
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
模
擬
詩
で
は
、
冒
頭
六
句
の
畳
字
の
連
用
形
式
を
意
識
し
つ
つ
、
「
古
２
」
の
畳
字
は
敢
え
て
用
い
ず
、
ま
た
今
の
背
景
を
昔
に
変
換
し
た
。
そ
れ
は
単
な
る
修
辞
上
の
意
欲
だ
け
で
は
な
く
、
韋
應
物
の
青
春
と
挫
折
、
そ
れ
を
共
有
し
て
き
た
妻
の
喪
失
が
促
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
古
２
」
の
今
昔
の
対
比
に
込
め
ら
れ
た
悲
哀
に
、
深
く
共
感
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
第
四
章
「
擬
古
詩
十
二
首
」
に
つ
い
て
前
章
に
お
い
て
も
、
「
韋
擬
」
を
引
い
て
、
彼
の
「
古
十
九
」
へ
の
関
心
が
那
辺
に
あ
る
か
を
考
察
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
「
韋
悼
」
の
特
質
に
論
及
し
た
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、「
擬
古
詩
」
と
「
悼
亡
詩
」
と
の
よ
り
精
密
な
関
わ
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
が
先
に
作
詩
さ
れ
た
の
か
を
含
め
て
、
論
考
す
る
。
そ
れ
は
「
韋
悼
」
と
「
古
十
九
」
と
の
関
わ
り
を
一
層
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
悼
亡
詩
の
系
譜
の
中
で
捉
え
て
き
た
「
韋
悼
」
を
、
韋
應
物
詩
全
体
の
中
に
お
け
る
、
い
わ
ば
横
軸
を
用
い
た
位
置
づ
け
と
し
て
解
明
せ
ん
と
す
る
試
み
で
も
あ
る
。
第
一
節
「
擬
古
詩
」
十
二
首
の
主
題
「
古
十
九
」
の
主
題
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
第
一
章
冒
頭
で
、
「
乱
世
を
背
景
に
し
て
、
生
別
死
別
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
時
間
軸
の
上
を
生
き
ざ
る
を
得
な
い
人
生
の
悲
哀
」
と
述
べ
た
。「
韋
擬
」
の
主
題
も
、
模
擬
詩
で
あ
る
以
上
、
基
本
的
に
は
そ
れ
を
踏
襲
す
る
が
、
「
古
十
九
」
に
共
振
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
彼
独
自
の
想
い
を
託
し
た
表
現
が
付
加
さ
れ
る
。
彼
が
「
古
十
九
」
の
何
に
共
感
し
、
い
か
な
る
想
い
を
託
し
た
の
か
を
考
察
す
る
。
そ
れ
は
、
「
韋
擬
」
の
成
立
年
代
（
第
二
節
）
と
も
関
わ
っ
て
こ
よ
う
。
韋
應
物
悼
亡
詩
論
（
承
前
）
七
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「
韋
擬
」
の
主
題
に
つ
い
て
、
清
・
陳
沆
『
詩
比
興
箋
』
は
、「
の
十
二
章
は
、
情
詞
一
貫
し
、
皆
美
人
天
末
の
思
ひ
、
蹇 け
ん
修 しゅ
う（
「
離
騒
」
に
見
え
る
伏
羲
氏
の
臣
、
媒
酌
に
巧
）
媒
老
の
志
な
り
」
と
説
く
（
巻
三
）
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
屈
原
の
憂
国
の
情
に
喩
え
て
、
そ
の
主
題
は
、
韋
の
愛
国
の
志
と
論
じ
て
い
る
。
拙
論
の
見
解
を
先
に
述
べ
れ
ば
、
基
本
的
に
は
首
肯
し
得
る
が
、
十
二
首
す
べ
て
を
貫
く
と
は
言
い
難
い
。
以
下
に
そ
れ
を
立
証
す
る
が
、
ま
ず
は
、
韋
の
愛
国
の
志
操
が
看
取
さ
れ
る
詩
を
挙
げ
る
。
そ
れ
が
明
確
に
表
明
さ
れ
る
の
は
、「
韋
擬
１
」
で
あ
る
。
十
二
首
冒
頭
に
際
し
て
、
自
ら
の
信
念
を
披
歴
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
①
辭
君
行
邁
君
を
辞
し
て
遠
く
行
き
邁 ゆ
く
②
飮
此
長
恨
端
此
の
長
恨
の
端
を
飲
む
③
已
謂
道
里

已
に
謂
ふ
道
里
遠
し
と
④
如
何
中
險
艱
如
何
ぞ
中
険
艱
な
る
⑤
流
水
赴
大
壑
流
水
大
壑
に
赴
き
⑥
孤
雲
暮
山
孤
雲
暮
山
に
還
る
⑦
無
尚
有
歸
無
情
す
ら
尚
ほ
帰
る
有
り
⑧
行
子
何
獨

行
子
何
ぞ
独
り
難
き
⑨
驅
車
背
鄕
園
車
を
駆
り
て
郷
園
に
背
け
ば
⑩
朔
風
巻
行
迹
朔
風
行
迹
を
巻
く
⑪
嚴
冬
霜
斷
肌
厳
冬
霜
肌
を
断
ち
⑫
日
入
不
遑
息
日
入
り
て
息
む
に
遑
あ
ら
ず
⑬
憂
容
髪
變
憂
歓
容
髪
変
じ
⑭
寒
暑
人
事
易
寒
暑
人
事
易
は
る
⑮
中
心
君
	知
中
心
君
	ぞ
知
ら
ん
⑯
冰
玉
徒
貞
白
冰
玉
徒
ら
に
貞
白
な
り
「
韋
擬
１
」
は
、
「
古
１
」
（
「
行
行
重
行
行
」
）
の
模
擬
で
あ
る
。
形
式
的
に
も
、
「
古
１
」
と
同
じ
く
八
韻
、
前
半
四
聯
で
換
韻
す
る
。
内
容
も
、
と
も
に
地
理
的
に
遠
く
離
れ
行
く
二
人
の
離
情
を
詠
う
。「
行
子
」
は
、
故
郷
を
後
に
し
て
い
る
の
で
、
残
さ
れ
た
「
君
」
は
女
性
（
お
そ
ら
く
妻
）
で
、
「
行
子
」
は
男
性
（
夫
）
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
だ
が
「
古
１
」
を
模
し
た
と
す
れ
ば
、
果
た
し
て
そ
の
解
釈
で
よ
い
の
か
。
な
ぜ
な
ら
「
古
１
」
の
「
君
」
が
誰
を
指
す
か
、
古
来
、
説
が
分
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
古
１
」
は
、
①
行
行
重
行
行
行
き
行
き
て
重
ね
て
行
き
行
く
②
與
君
生
別
離
君
と
生
き
な
が
ら
別
離
す
③
相
去
萬
餘
里
相
去
る
こ
と
万
余
里
④
各
在
天
一
涯
各
々
天
の
一
涯
に
在
り
と
詠
い
始
め
て
、
「
行
く
」
と
い
う
字
の
重
な
り
が
、
行
旅
の
歩
み
と
時
間
の
堆
積
を
如
実
に
表
し
、
「
君
」
と
の
距
離
が
果
て
し
な
く
開
い
て
い
く
臨
場
感

れ
る
初
句
に
な
っ
て
い
る
。
第
二
句
の
「
君
」
は
、
換
韻
後
の
第
十
三
句
で
、
再
度
詠
わ
れ
る
。⑪
浮
雲
白
日
浮
雲
白
日
を
ひ
て
⑫
子
不
顧
反
遊
子
顧
反
せ
ず
文
学
部
紀
要
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⑬
思
君
令
人
老
君
を
思
へ
ば
人
を
し
て
老
い
し
む
⑭
歳
月
忽
已
晩
歳
月
は
忽
ち
に
し
て
已
に
晩
る
こ
の
「
君
」
が
誰
を
指
す
か
に
つ
い
て
、
三
種
の
説
が
あ
る
。
第
一
説
は
、『
文
選
』
の
六
臣
注
で
、「
君
」
は
主
君
で
あ
り
、「
子
」（
詠
む
主
体
）
は
、「
佞
人
」
の
讒
言
に
よ
っ
て
放
逐
さ
れ
た
忠
臣
と
解
さ
れ
て
い
る
。
李
善
は
、
⑪
句
を
、
「
邪
佞
の
忠
良
を
毀
る
を
喩
ふ
」
と
述
べ
、
そ
れ
ゆ
え
「
遊
子
の
行
き
て
、
顧
反
せ
ざ
る
な
り
」
と
注
す
。
⑬
句
「
思
君
」
の
五
臣
注
は
、「
主
を
恋
ふ
る
を
謂
ふ
な
り
」、
⑭
句
は
、
君
主
に
忠
節
を
尽
く
す
の
に
、
も
は
や
間
に
合
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
れ
を
詠
う
と
説
く
。
第
二
説
で
は
、
前
半
は
、
旅
に
出
た
夫
が
、
妻
（
君
）
を
懐
か
し
ん
で
望
郷
の
念
を
起
こ
し
、
換
韻
後
の
後
半
は
、
逆
に
妻
（
の
立
場
で
の
詩
人
）
が
旅
中
の
夫
（
君
）
を
思
っ
て
自
ら
の
老
い
を
嘆
く
詩
と
説
く
。
南
宋
・
厳
羽
『
滄
浪
詩
話
』
「
考
証
」
が
、
後
半
を
別
首
と
し
て
扱
う
『
玉
臺
新
詠
』
所
収
作
（
枚
乗
「
雜
詩
」
其
の
三
）
を
指
摘
す
る
が
、
こ
の
解
釈
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
。
第
三
説
は
、
清
人
・
張
玉
穀
や
近
人
馬
茂
元
、
現
代
の
曹
旭
の
諸
注
で
、
「
君
」
は
旅
中
の
夫
を
指
し
、
家
に
残
さ
れ
た
妻
の
嘆
き
、
す
な
わ
ち
「
思
婦
」
の
詩
と
解
し
、
現
在
、
概
ね
支
持
を
得
て
い
る
。
第
三
説
の
解
釈
に
よ
る
「
古
１
」
を
模
擬
し
た
の
が
、
陸
機
で
あ
る
。
「
陸
擬
１
」
（
九
韻
、
一
韻
到
底
格
）
は
、
「
悠
悠
と
し
て
行
き
邁
き
て
遠
く
、
戚
戚
と
し
て
憂
思
深
し
。
此
の
思
ひ
亦
た
何
を
か
思
ふ
、
君
が
（
英
姿
）
と
音
と
を
思
ふ
」
と
詠
い
始
め
る
。
「
古
１
」
に
倣
っ
て
畳
字
を
用
い
、
ま
た
『
詩
經
』
王
風
「
黍
離
」
の
「
行
き
邁
き
て
靡
靡
た
り
、
中
心
揺
揺
た
り
」
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、「
古
十
九
」
の
『
詩
經
』
淵
源
を
明
示
す
る
。
第
五
聯
で
は
、「
遊
子
は
天
末
に
眇 は
るか
な
れ
ば
、
還
期
は
尋
ぬ
可
か
ら
ず
」
と
、
明
ら
か
に
遠
行
の
夫
を
「
君
」
（「
遊
子
」）
と
慕
う
妻
の
歌
と
し
て
模
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
韋
應
物
は
、
「
古
１
」
を
ど
の
よ
う
に
模
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
初
句
「
辭
君
行
邁
」
の
「
行
邁
」
は
、
右
の
「
陸
擬
１
」
に
倣
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
「
韋
擬
」
が
、
「
陸
擬
」
を
も
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
だ
が
「
君
を
辞
す
」
な
ら
ば
、
前
述
の
よ
う
に
、「
君
」
は
、
故
郷
に
残
さ
れ
る
者
す
な
わ
ち
妻
を
推
定
さ
せ
る
。
「
韋
擬
」
は
「
陸
擬
」
を
反
転
さ
せ
て
、
終
始
、
旅
中
の
夫
の
立
場
で
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
読
者
は
、
一
人
の
男
が
、
妻
を
故
郷
に
残
し
た
ま
ま
、
肌
を
刺
す
よ
う
な
厳
寒
の
中
、
北
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
険
し
い
遠
路
を
行
く
姿
を
明
瞭
に
思
い
浮
か
べ
る
。
⑫
「
日
入
不
遑
息
」
と
い
う
時
間
の
導
入
が
、
さ
ら
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
掻
き
立
て
る
。
そ
の
結
果
、
私
小
説
の
主
人
公
と
作
家
と
の
距
離
が
限
り
な
く
近
い
よ
う
に
、
男
と
韋
應
物
と
が
重
な
り
、
読
者
は
そ
の
姿
に
感
情
移
入
し
て
、
詩
人
の
胸
中
に
思
い
を
馳
せ
る
。
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
、
⑬
⑭
は
、
「
古
１
」
第
六
・
七
聯
に
模
し
て
、
人
の
世
の
移
ろ
い
易
さ
を
吐
露
す
る
が
、
最
後
の
聯
は
、「
古
１
」「
陸
擬
１
」
と
も
異
な
っ
て
、
韋
應
物
の
真
情
が
明
確
に
詠
わ
れ
る
。
「
た
と
え
君
に
知
ら
れ
な
く
と
も
、
わ
が
心
の
貞
節
は
揺
る
ぎ
な
く
、
玉
壺
の
氷
の
よ
う
に
固
く
澄
み
切
っ
て
い
る （
）」
と
。「
古
１
」「
陸
擬
１
」
の
最
後
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
古
１
」
の
最
後
の
発
話
者
は
、
忠
臣
な
の
か
、
妻
な
の
か
、
今
措
く
と
し
て
、
「
棄
捐
せ
ら
れ
て
復
た
道
ふ
こ
と
勿
け
ん
、
努
力
し
て
餐
飯
を
加
へ
よ
」
と
捨
て
ら
れ
て
、
半
ば
諦
め
の
境
地
で
、
「
ど
う
ぞ
御
身
大
事
に
」
と
自
ら
に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に
し
て
終
わ
る
。
「
陸
擬
１
」
は
「
去
れ
去
れ
情
累
を
遺
す
て
、
安
ら
か
に
処
り
て
清
琴
を
撫
せ
ん
」
と
、
「
遊
子
」
の
夫
へ
の
思
い
を
断
ち
切
る
べ
く
、
自
ら
に
強
い
て
、
琴
を
奏
で
よ
う
と
す
る
妻
の
姿
を
描
く
。
い
ず
れ
も
相
手
へ
の
こ
れ
ま
で
韋
應
物
悼
亡
詩
論
（
承
前
）
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の
想
い
を
絶
つ
方
向
を
示
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
韋
應
物
の
⑯
「
冰
玉
徒
貞
白
」
は
、
「
古
１
」
「
陸
擬
１
」
と
は
逆
に
、
相
手
の
如
何
に
関
わ
り
な
く
、
変
わ
ら
ぬ
思
い
を
表
明
す
る
。
韋
が
遠
路
を
行
く
男
に
託
し
た
の
は
、
い
か
な
る
状
況
に
も
屈
し
な
い
不
変
の
貞
節
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
文
選
』
注
の
、
行
人
の
「
忠
節
の
思
い
」
に
、
通
じ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
先
述
の
陳
沆
の
「
離
騷
」
の
比
喩
「
美
人
天
末
の
思
ひ
、
蹇
修
媒
老
の
志
」
も
、
そ
れ
に
基
づ
く
見
解
と
考
え
ら
れ
る
。
「
離
騷
」
で
は
、
後
半
、
追
放
さ
れ
た
屈
原
は
、
理
想
の
君
主
を
探
し
求
め
て
彷
徨
す
る
が
、
そ
れ
は
、
天
界
に
飛
翔
し
て
の
美
女
探
し
と
い
う
虚
構
を
用
い
て
詠
わ
れ
る
。
陳
沆
の
比
喩
は
、
『
文
選
』
注
に
賛
同
し
な
が
ら
も
、「
君
」
は
君
主
を
指
す
と
い
う
直
接
的
表
現
で
は
な
く
、「
離
騷
」
と
同
様
、
遠
く
離
れ
た
思
い
人
と
い
う
設
定
を
借
り
て
、
韋
應
物
の
忠
臣
と
し
て
の
貞
節
を
表
白
し
た
と
説
い
た
の
で
あ
る
。
陳
沆
は
、
彼
の
一
途
な
忠
心
を
証
す
る
た
め
に
、
韋
應
物
詩
集
中
の
詩
句
を
数
首
引
く
。
た
と
え
ば
、
「
直
方
進
む
を
為
し
難
く
、
此
の
微
賤
の
班
を
守
る
」
「
坐
ろ
に
離
乱
の
迹
に
感
じ
、
永
く
経
済
の
言
を
懐
ふ
」
で
あ
る
。
前
者
は
、「
高
陵
に
て
情
を
書
し
、
三
原
の
盧
少
府
に
寄
す
」（
巻
二
、
六
韻
）
の
第
一
聯
、
後
者
は
、「
登
高
し
て
洛
城
を
望
む
の
作
」（
巻
七
、
十
六
韻
）
の
第
十
三
聯
で
あ
る
。
「
高
陵
」
と
は
、
都
長
安
に
属
す
県
名
で
、
韋
が
二
十
代
初
め
、
粛
宗
の
乾
元
元
年
（
七
五
八
）
頃
に
得
た
県
尉
（
県
丞
の
属
官
）
の
赴
任
先
、
「
微
賤
班
」
と
は
、
県
尉
を
指
す
。
「
直
方
」
と
い
う
正
直
方
正
で
、
信
念
を
曲
げ
な
い
と
い
う
自
己
分
析
は
、
約
七
年
後
、
代
宗
の
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
、
洛
陽
の
丞
の
時
の
作
「
従
子
河
南
の
尉
の
班
に
示
す
」
（
巻
二
、
五
古
八
韻
）
に
も
認
め
ら
れ
る
。
題
下
の
自
注
は
、
宦
官
魚
朝
恩
配
下
の
神
策
軍
兵
士
の
狼
藉
に
鞭
を
振
っ
て
、
東
都
留
守
（
洛
陽
の
長
官
）
に
咎
め
を
受
け
た
事
件
を
記
す
。
韋
と
同
様
、
「
剛
直
」
な
性
格
の
い
と
こ
の
韋
班
（
河
南
の
県
尉
）
に
胸
中
を
吐
露
し
た
作
で
あ
る
。
冒
頭
「
拙
直
余
恒
に
守
り
、
公
方
爾
の
存
す
る
所
」
と
詠
む
。
世
乱
に
対
す
る
若
き
韋
應
物
の
憤
激
を
物
語
る
逸
話
で
あ
る
。
こ
の
事
件
の
後
、
彼
は
辞
任
し
、
そ
の
思
い
を
「
洛
陽
の
丞
を
任
じ
て
、
告
（
休
暇
、
こ
こ
で
は
辞
職
）
を
請
ふ
」
（
巻
八
、
九
韻
）
に
お
い
て
吐
露
す
る
。
「
方
鑿
（
四
角
四
面
な
心
）
は
円
を
受
け
ず
、
直
木
は
輪
と
為
ら
ず
。
材
を
揆 は
かる
に
各
々
用
有
り
、
性
に
反
し
て
苦
辛
を
生
ず
。」（
第
一
・
二
聯
）
と
、
時
勢
に
合
わ
ず
苦
労
す
る
が
、
「
直
木
」
の
性
は
変
え
ら
れ
な
い
と
述
べ
る
。
そ
し
て
「
韋
擬
11」（
四
韻
）
に
お
い
て
も
、「
直
道
」
が
認
め
ら
れ
る
。
⑤
冰
霜
中
自
結
冰
霜
中
に
自
ず
か
ら
結
ぼ
れ
⑥
龍
鳳
相
與
吟
龍
鳳
（
琴
と
笛
、
阮
注
参
照
）
相
与
に
吟
ず
⑦
絃
以
明
直
道
絃
は
以
て
直
道
を
明
ら
か
に
し
⑧
漆
以
固
交
深
漆
は
以
て
交
り
の
深
き
を
固
む
「
韋
擬
11」
は
、「
古
18」
の
模
擬
詩
。「
古
18」
は
、「
萬
餘
里
」
の
遠
方
に
い
る
夫
か
ら
「
一
端
の
綺 あや
ぎ
ぬ」
を
贈
り
届
け
ら
れ
た
妻
の
喜
び
を
詠
う
。
韋
も
そ
の
枠
組
み
を
踏
襲
す
る
が
、
贈
り
物
は
「
孤
桐
の
琴
」
に
変
え
ら
れ
て
お
り
、
琴
の
絃
に
託
し
て
、
自
ら
の
「
直
道
」
を
喩
え
る
。
こ
れ
は
、
鮑
照
「
代
白
頭
吟
」
の
「
直
な
る
は
朱
絲
の
縄
の
如
し
」
を
踏
ま
え
る
（
陶
注
参
照
）。
さ
す
れ
ば
前
出
「
代
白
頭
吟
」
の
対
句
（
清
如
玉
壺
冰
）
を
踏
ま
え
る
「
韋
擬
１
」
の
「
冰
玉
徒
貞
白
」
と
相
呼
応
し
て
、
妻
の
立
場
を
借
り
た
貞
節
の
表
明
と
解
さ
れ
よ
う
。
陳
沆
の
説
く
「
韋
擬
」
の
主
題
を
、
こ
こ
に
も
看
取
し
得
る
の
で
あ
る
。
文
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だ
が
そ
の
堅
固
な
信
念
は
、
三
十
代
に
入
っ
て
、
揺
ら
ぎ
が
み
え
る
。
陳
沆
が
挙
げ
た
後
者
の
「
登
高
望
洛
城
作
」
は
、
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
三
十
一
歳
こ
ろ
の
作
で
あ
る （
）。
韋
應
物
は
、
代
宗
の
廣
徳
元
年
（
七
六
三
）
冬
、
洛
陽
の
丞
（
副
長
官
）
と
し
て
赴
任
し
た （
）が
、
そ
の
二
年
後
で
あ
る
。
赴
任
の
前
年
（
寶
應
元
年
）
、
約
七
年
に
亘
る
安
史
の
乱
が
一
応
、
終
結
し
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
功
あ
っ
た
回
族
が
、
十
月
、
東
都
洛
陽
に
入
っ
て
殺
戮
略
奪
の
限
り
を
尽
く
し
、
「
死
者
萬
計
、
火
累
旬
も
滅
び
ず
」（『
資
治
通
鑑
』
巻
二
二
二
）
と
い
う
惨
状
を
呈
し
た
。
韋
の
赴
任
当
時
、
そ
の
荒
廃
は
、
未
だ
回
復
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
韋
は
高
所
に
立
っ
て
洛
陽
を
俯
瞰
し
、
「
高
台
雲
端
に
造 い
た
り
、
遐
か
に
瞰
て
四
垠
周
し
」
と
縦
横
と
も
に
広
大
な
景
色
を
詠
い
始
め
る
。
そ
し
て
乱
後
当
時
の
傷
跡
を
「
膏 こ
う腴 ゆ
（
肥
沃
な
土
地
）
に
榛
蕪
（
雑
木
や
雑
草
）
満
ち
、
比
屋
（
立
ち
並
ぶ
住
居
）
毀
垣
空
し
」
（
第
八
聯
）
と
詠
む
。
こ
の
状
景
こ
そ
、
陳
沆
が
引
い
た
後
者
の
詩
句
「
坐
感
亂
離
迹
、
永
懷
經
濟
言
」
（
第
十
三
聯
）
の
「
亂
離
迹
」
で
あ
り
、
韋
は
壮
年
の
官
僚
と
し
て
、
社
会
経
済
の
再
建
を
真
剣
に
思
案
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
最
後
は
こ
う
吐
露
す
る
。

吾
生
自
不
逹
吾
が
生
は
自
ら
達
せ
ず

空
鳥
何
翩
翻
空
鳥
何
ぞ
翩
翻
た
る

天
高
水
流

天
高
く
水
流
遠
く
	
日
晏
城
郭
昏
日
晏 く
れ
て
城
郭
昏
し


徘
徊
訖
旦
夕
徘
徊
し
て
旦
夕
に
訖
り

聊
用
寫
憂
煩
聊
か
用
っ
て
憂
煩
を
写
さ
ん
自
ら
を
「
空
鳥
」
に
喩
え
、
日
暮
れ
か
ら
闇
に
沈
み
ゆ
く
街
中
を
、
あ
て
も
な
く
「
徘
徊
」
す
る
。「
貞
白
」
の
志
を
も
ち
な
が
ら
も
、
復
興
の
困
難
さ
に
憂
慮
す
る
詩
人
の
真
情
を
看
取
し
得
る
。
「
徘
徊
」
と
い
う
不
安
定
な
動
作
が
、
そ
の
ま
ま
彼
の
志
の
揺
ら
ぎ
と
苦
悩
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
徘
徊
」
は
、「
韋
擬
４
」
に
も
見
え
る
。
「
韋
擬
４
」（
八
韻
）
は
、「
古
５
」（
八
韻
「
西
北
有
高
樓
」）
の
模
擬
詩
で
あ
る
。
「
古
５
」
は
夫
を
亡
く
し
て
悲
嘆
に
く
れ
る
妻
を
高
楼
内
に
置
き
、
彼
女
の
奏
で
る
哀
し
げ
な
調
べ
を
「
清
商
風
に
随
ひ
て
発
し
、
中
曲
正
に
徘
徊
す
。
一
た
び
弾
き
て
再
三
歎
き
、
慷
慨
し
て
余
哀
有
り
。
歌
ふ
者
の
苦
し
み
を
惜
し
ま
ず
、
但
だ
知
音
の
稀
な
る
を
傷
む
」
と
詠
う
。「
韋
擬
４
」
も
、
こ
の
悲
歌
を
奏
で
る
が
、
⑪
曲
絶
碧
天
高
曲
絶
え
て
碧
天
高
く
⑫
餘
聲
散
秋
草
余
声
秋
草
に
散
ず
⑬
徘
徊
帷
中
意
徘
徊
す
帷
中
の
意
⑭
獨
夜
不
堪
守
独
夜
守
る
に
堪
へ
ざ
ら
ん
⑮
思
朔
風
翔
思
ひ
は
朔
風
を
逐
ひ
て
翔
け
⑯
一
去
千
里

一
た
び
去
ら
ん
千
里
の
道
と
詠
む
。
な
ご
り
の
哀
韻
が
「
秋
草
」
を
も
な
び
か
せ
、
「
古
５
」
の
妻
と
同
様
、
女
性
は
と
ば
り
を
揺
が
せ
な
が
ら
「
徘
徊
」
す
る
。
詩
人
は
彼
女
の
悲
哀
に
感
情
移
入
し
て
、
闇
夜
の
孤
独
は
、
耐
え
難
い
だ
ろ
う
と
推
し
量
り
、
千
里
の
彼
方
に
い
る
夫
の
元
へ
の
飛
翔
で
歌
い
終
え
る
。
「
古
５
」
は
、
妻
の
調
べ
を
理
解
す
る
「
知
音
の
稀
な
る
を
傷
む
」
（
第
十
四
句
）
と
詠
む
が
、
張
玉
穀
は
、
そ
の
句
を
、
暗
君
に
韋
應
物
悼
亡
詩
論
（
承
前
）
一
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忠
言
を
理
解
さ
れ
な
い
「
孤
臣
」
の
嘆
き
を
託
し
た
と
解
す
る （
）。
そ
れ
に
従
え
ば
、
「
韋
擬
」
も
高
楼
中
の
女
性
に
自
ら
の
思
い
を
託
し
た
と
解
さ
れ
、「
志
」
の
守
り
難
き
を
吐
露
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
す
れ
ば
風
に
向
か
っ
て
韋
が
向
か
お
う
と
す
る
千
里
の
先
は
、
何
処
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
表
白
す
る
の
は
、
二
年
前
、
赴
任
直
後
の
「
廣
徳
中
洛
陽
の
作
」（
巻
六
、
八
韻
）
で
あ
る
。
①
生
長
太
平
日
太
平
の
日
に
生
長
し
②
不
知
太
平
歡
太
平
の
歓
を
知
ら
ず
③
今
洛
陽
中
今
洛
陽
中
に
還
り
④
感
此
方
苦
酸
此
れ
に
感
じ
て
方
に
苦
酸
す
―
中
略
―
⑨
時
節

斥
時
節
は
屡
々
遷
斥
し
⑩
山
河
長
鬱
盤
山
河
は
長
へ
に
鬱
盤
た
り
⑪
蕭
條
孤
烟
絶
蕭
條
と
し
て
孤
烟
絶
え
⑫
日
入
空
城
寒
日
入
り
て
空
城
寒
し
⑬
蹇
劣
乏
高
歩
蹇
劣
に
し
て
高
歩
乏
し
く
⑭
緝
遺
守
官
緝 し
ゅ遺 う
いし
て
（
残
り
の
民
を
安
心
さ
せ
）
微
官
を
守
る
⑮
西
懷
咸
陽
道
西
の
か
た
咸
陽
の
道
を
懐
ひ
⑯
躑
躅
心
不
安
躑 て
き
躅 ちょ
く（
ゆ
き
つ
も
ど
り
つ
）
し
て
心
安
か
ら
ず
玄
宗
の
「
太
平
」
の
御
代
に
生
ま
れ
育
っ
た
が
ゆ
え
に
、
洛
陽
の
荒
廃
が
、
彼
の
苦
渋
を
よ
り
深
め
る
。
日
が
沈
み
、
人 ひ
と気 け
が
絶
え
た
う
す
ら
寒
い
中
で
、
旧
都
復
興
の
任
と
い
う
重
責
を
双
肩
に
担
い
な
が
ら
、
己
の
無
力
を
嘆
き
惑
う
詩
人
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。
⑭
「
官
」
の
任
を
尽
く
さ
ね
ば
と
自
ら
を
鼓
舞
す
る
が
、
そ
れ
に
続
く
の
は
、
親
族
友
人
の
い
る
故
郷
長
安
（
咸
陽
）
へ
の
想
い
で
あ
り
、
波
立
つ
心
の
ま
ま
、
当
て
も
な
く
彷
徨
す
る
。
こ
こ
に
見
え
る
西
都
長
安
は
、
単
に
故
郷
だ
か
ら
で
は
な
く
、
玄
宗
時
代
へ
の
追
慕
で
あ
る
こ
と
は
、
冒
頭
①
②
と
呼
応
さ
せ
て
捉
え
れ
ば
明
白
で
あ
る
。
「
韋
擬
１
」
に
雄
々
し
く
詠
わ
れ
た
忠
臣
と
し
て
の
堅
固
な
貞
節
は
、
「
蹇
劣
」
と
い
う
自
己
評
価
の
前
に
揺
ら
ぐ
か
の
よ
う
で
あ
る
。
寒
々
し
い
「
空
城
」
を
眼
前
に
し
て
任
務
を
全
う
せ
ね
ば
と
思
う
の
は
、
「
太
平
」
の
世
を
知
る
者
な
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
ゆ
え
に
暗
澹
た
る
思
い
に
も
駆
ら
れ
て
⑯
「
躑
躅
」
す
る
。
憂
国
の
情
の
源
に
何
が
あ
る
の
か
、
洛
陽
時
代
の
こ
の
作
か
ら
浮
上
し
て
く
る
。
後
述
す
る
ご
と
く
、
揺
れ
動
く
心
情
は
「
韋
擬
」
に
も
認
め
ら
れ
、
当
該
作
は
、
そ
の
主
題
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
。
な
ぜ
な
ら
当
該
作
は
、
「
古
十
九
」
お
よ
び
「
陸
擬
」
と
の
関
わ
り
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
⑨
「
時
節
」
が
「
古
７
」
（
「
明
月
皎
夜
光
」
）
の
「
時
節
忽
ち
復
た
易
は
る
」
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
拙
論
第
一
章
第
一
節
で
述
べ
た
の
で
、
贅
言
は
慎
む
。
そ
し
て
⑯
「
躑
躅
」
が
、
「
古
12」
（
「
東
城
高
且
長
」
）
に
見
え
る
。
「
古
12」
は
、①
東
城
高
且
長
東
城
高
く
且
つ
長
し
②
逶
自
相
屬
逶 い

い
と
し
て
自
ら
相
属 つ
づく
③
迴
風
動
地
起
迴
風
地
を
動
か
し
て
起
こ
り
④
秋
草
萋
已
緑
秋
草
萋
と
し
て
已 も
つて
緑
な
り
⑤
四
時
更
變
化
四
時
更
々
変
化
し
⑥
歳
暮
一
何

歳
暮
一
へ
に
何
ぞ
速
や
か
な
る
文
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と
「
東
城
」
全
体
の
風
景
か
ら
詠
い
始
め
た
後
、
第
三
聯
で
は
「
古
７
」
と
同
じ
く
「
時
節
」
の
推
移
の
速
さ
を
詠
う
。
そ
れ
な
ら
ば
齷
齪
す
る
こ
と
な
く
、「
玉
の
よ
う
な
顔
の
佳
人
」
と
楽
し
み
た
い
が
、
彼
女
の
奏
で
る
「
清
曲
」
は
、
「
音
響
一
へ
に
何
ぞ
悲
し
き
」（
第
十
五
句
）
と
い
う
調
べ
。
近
づ
こ
う
と
思
う
が
、「
沈
吟
し
て
聊
か
躑
躅
す
」
（
第
十
八
句
）
と
揺
れ
動
く
心
境
を
詠
む
。
各
注
釈
書
は
「
懐
才
不
遇
」
感
を
託
し
た
作
と
解
し
て
い
る
。
状
況
は
異
な
る
が
、
世
乱
を
ど
う
に
も
し
よ
う
の
な
い
韋
の
「
安
か
ら
ざ
る
」
心
情
に
通
じ
て
い
く
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
躑
躅
」
は
、「
陸
擬
」
も
４
・
10・
11に
用
い
て
お
り
、
と
く
に
其
の
四
は
、「
故
郷
は
一
へ
に
何
ぞ
曠 は
る
か
な
る
、
山
川
は
阻 け
わ
し
く
且
つ
難
し
。
沈
思
は
万
里
に
鍾 あ
つ
ま
り
、
躑
躅
し
て
独
り
吟
嘆
す
」（
第
三
・
四
聯
）
と
故
郷
の
呉
を
思
っ
て
詠
い
、「
躑
躅
」
す
る
場
所
は
、
韋
と
同
じ
く
洛
陽
（
西
晋
の
都
）
で
あ
る
。
韋
應
物
の
胸
中
と
、
「
古
十
九
」
、
「
陸
擬
」
が
共
振
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
よ
う
。
「
古
12」
①
「
東
城
」
も
、
馬
茂
元
や
曹
旭
の
注
は
、「
洛
陽
」
と
す
る
。「
古
十
九
」
の
幾
つ
か
は
、
李
善
が
題
下
に
注
す
る
よ
う
に
、
後
漢
の
都
洛
陽
を
舞
台
と
す
る
。
廣
徳
年
間
、
韋
應
物
が
、
洛
陽
を
詠
む
に
当
た
っ
て
拠
る
べ
き
典
故
と
し
て
想
起
し
た
の
は
、
右
の
よ
う
に
、
「
古
十
九
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
韋
應
物
が
「
古
12」
を
模
し
た
の
は
、「
韋
擬
８
」（
十
韻
）
で
あ
る
。
①
神
州
高
爽
地
神
州
は
高
爽
の
地
②
遐
瞰
靡
不

遐
か
に
瞰
れ
ば
通
ぜ
ざ
る
靡
し
③
寒
月
野
無
緑
寒
月
野
に
緑
無
く
④
寥
寥
天
宇
空
寥
寥
と
し
て
天
宇
空
し
⑤
陰
陽
不
停
馭
陰
陽
馭
を
停
め
ず
⑥
貞
脆
各
有
終
貞
脆
各
々
終
わ
り
有
り
「
神
州
」
と
は
都
を
意
味
す
る
が
、
東
西
い
ず
れ
の
都
か
と
い
え
ば
、「
古
12」
の
模
擬
で
あ
る
以
上
、
東
都
洛
陽
で
あ
る （
）。
詩
人
は
前
掲
「
登
高
望
洛
城
」
と
同
じ
く
、
高
所
に
立
ち
、
「
古
12」
に
倣
っ
て
洛
陽
を
「
遐
瞰
」
し
、
縦
横
四
方
に
あ
ま
ね
く
通
じ
る
広
大
な
広
が
り
を
詠
い
始
め
と
す
る
。
「
登
高
望
洛
城
」
と
の
関
わ
り
の
深
さ
を
物
語
り
、
成
立
年
代
を
示
唆
す
る
が
、
次
節
に
譲
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
そ
れ
に
続
く
洛
陽
の
光
景
で
あ
る
。
寒
々
し
い
月
光
に
浮
か
び
上
が
る
緑
無
き
荒
野
と
ど
こ
ま
で
も
空
し
い
天
空
の
何
と
寂
寥
た
る
こ
と
か
。
か
つ
て
の
都
の
繁
栄
を
想
起
す
れ
ば
、
時
の
速
や
か
さ
を
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
も
は
や
人
の
世
の
「
貞
」
も
「
脆
」
も
意
味
を
失
い
、
時
の
流
れ
は
す
べ
て
を
呑
み
込
ん
で
去
っ
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
「
韋
擬
１
」
の
「
貞
白
」
の
揺
ら
ぎ
を
こ
こ
に
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。「
躑
躅
」「
徘
徊
」
し
な
が
ら
、
彼
の
胸
中
に
き
ざ
す
思
い
は
、
西
の
方
、
「
咸
陽
の
道
」
。
「
朔
風
」
に
乗
っ
て
向
か
う
千
里
の
先
は
、
長
安
、
そ
れ
も
玄
宗
皇
帝
時
の
「
太
平
の
世
」
の
長
安
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
「
韋
擬
」
の
主
題
は
、
陳
沆
説
の
通
り
、
韋
應
物
の
「
貞
白
」
の
志
で
あ
ろ
う
が
、
必
ず
し
も
十
二
首
に
一
貫
し
て
堅
持
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
揺
ら
ぎ
が
か
い
ま
み
え
る
。
揺
れ
動
く
憂
国
の
情
思
の
源
に
何
が
あ
る
の
か
、
模
擬
詩
と
い
う
虚
構
の
あ
わ
い
か
ら
浮
上
し
て
く
る
の
は
、
失
わ
れ
た
「
太
平
」
の
世
へ
の
追
慕
で
あ
る
。
い
わ
ば
隠
さ
れ
た
主
題
と
も
い
え
よ
う
。
ま
た
「
古
十
九
」
の
舞
台
が
洛
陽
で
あ
る
か
ら
か
、
「
韋
擬
」
も
洛
陽
と
の
関
わ
り
が
看
取
さ
れ
、
洛
陽
時
代
の
ほ
か
の
作
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
も
指
摘
し
得
る
。
そ
れ
は
、
成
立
年
代
と
関
わ
っ
て
く
る
の
で
、
次
節
で
、
さ
ら
に
考
察
し
た
い
。
韋
應
物
悼
亡
詩
論
（
承
前
）
一
三
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第
二
節
「
擬
古
詩
」
十
二
首
の
成
立
年
代
陳
沆
は
、
前
出
作
を
踏
ま
え
て
、
「
韋
擬
」
十
二
首
の
成
立
年
代
を
、
韋
の
「
壮
少
の
年
」
で
「
丞
尉
（
論
者
注
洛
陽
丞
、
高
陵
尉
を
指
す
）
に
沈
淪
し
、
時
に
忤
ひ
て
合
は
ず
、
感
遇
し
て
作
る
か
」
と
推
定
す
る
（
巻
三
）。「
忤
時
不
合
」
の
「
時
」
と
は
、
洛
陽
丞
時
代
の
事
件
を
含
む
安
史
の
乱
後
の
荒
廃
と
乱
脈
を
指
し
て
い
よ
う
。
こ
の
説
も
含
め
て
、
成
立
年
代
を
検
証
す
る
。
成
立
年
代
に
関
す
る
近
年
の
研
究
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
孫
望
の
校
箋
本
は
、
編
年
に
よ
る
構
成
で
あ
る
が
、
「
韋
擬
」
は
、
年
代
不
明
作
を
集
め
た
巻
十
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
〔
箋
評
〕
で
は
、
故
郷
を
離
れ
た
「
遊
子
羇
旅
の
」
が
多
く
、
「
芳
年
肆
縦
の
気
概
」
が
表
白
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
、
大
暦
十
年
後
の
早
期
長
安
寓
居
時
代
か
、
二
、
大
暦
初
め
の
洛
陽
丞
時
代
と
い
う
二
つ
の
時
期
を
挙
げ
て
い
る
。
鈴
木
敏
雄
「
韋
應
物
擬
古
詩
十
二
首
考
」
も
、
「
い
ず
れ
も
制
作
年
代
不
詳
で
あ
る
が
」、
三
、「
比
較
的
若
い
頃
、
そ
れ
も
短
期
間
で
作
っ
た
一
連
の
作
か
も
知
れ
な
い
」、
四
、「
場
所
は
比
較
的
京
師
（
論
者
注
長
安
）
に
近
い
、
そ
れ
も
北
方
で
あ
る
」
と
述
べ
る （
）。
い
ず
れ
も
「
壮
少
の
年
」
の
作
と
い
う
点
は
共
通
し
て
お
り
、
論
者
も
賛
同
す
る
。
拙
論
の
見
解
は
、
三
に
つ
い
て
は
同
意
し
、
二
は
、
条
件
付
き
同
意
で
、
一
、
四
に
つ
い
て
は
否
定
す
る
。
二
の
条
件
付
き
と
い
う
の
は
、
以
下
に
証
す
る
よ
う
に
、
洛
陽
時
代
の
作
詩
と
は
認
め
ら
れ
て
も
、「
洛
陽
の
丞
」
時
代
は
、
足
掛
け
三
年
に
過
ぎ
ず
確
た
る
資
料
が
な
い
以
上
、
そ
の
短
期
間
に
成
立
し
た
と
は
、
断
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
韋
應
物
詩
は
現
存
約
六
百
首
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
成
立
年
代
不
明
作
を
含
む
も
の
の
、
夙
に
仲
君
「
韋
應
物
詩
分
期
的
探
討 （
）」
が
、
大
き
く
次
の
三
期
に
分
け
て
い
る
。第
一
期
洛
陽
時
代
（
七
六
三
～
七
七
三
）
第
二
期
長
安
―
	州
（
安

省
）
時
代
（
七
七
四
～
七
八
五
）
第
三
期
江
州
（
江
西
省
）
―
蘇
州
（
江
蘇
省
）
時
代
（
七
八
五
秋
～
七
九
〇
？
）
拙
論
の
結
論
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
成
立
は
第
一
期
洛
陽
時
代
と
す
る
が
、
そ
の
根
拠
を
「
古
十
九
」
と
の
関
わ
り
も
含
め
て
以
下
に
立
証
す
る
。
こ
の
第
一
期
は
、
廣
徳
元
年
冬
、
韋
が
洛
陽
の
丞
と
し
て
赴
任
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
約
二
年
後
の
永
泰
元
年
の
作
が
、
前
掲
の
「
登
高
望
洛
城
作
」
で
あ
る
。
先
に
後
半
を
掲
げ
た
が
、
前
半
は
、
雄
大
な
地
形
に
恵
ま
れ
た
洛
陽
を
高
所
か
ら
俯
瞰
す
る
。
そ
こ
に
は
「
古
十
九
」
お
よ
び
「
韋
擬
」
と
同
一
の
詩
語
や
類
似
の
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。
①
高
臺
雲
端
高
台
雲
端
に
造 い
たり
②
遐
瞰
周
四
垠
遐
か
に
瞰
て
四
垠
周
し
③
雄
都
定
鼎
地
雄
都
は
鼎
を
定
む
る
の
地
④
勢
據
萬
國
尊
勢
は
万
国
の
尊
に
拠
る
⑤
河
岳
出
雲
雨
河
岳
は
雲
雨
を
出
だ
し
て
⑥
土
圭
酌
乾
坤
土
圭
（
日
時
計
）
は
乾
坤
を
酌 は
かる
⑦
舟
南
越
貢
舟
は
南
越
の
貢
を
通
じ
⑧
城
背
北
原
城
は
北
の
原
を
背
に
す
⑨
帝
宅
夾
洛
帝
宅
清
洛
を
夾
み
⑩
丹
霞
捧
朝
暾
丹
霞
朝 ちょ
う暾 と
ん（
朝
日
）
を
捧
ぐ
⑪
葱
蘢
瑤
臺

葱 そ
う蘢 ろ
うた
り
瑶
台
の

う
て
な
文
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⑫
雙
闕
門

き
ょ
う

ち
ょ
うた
り
（
奥
深
い
さ
ま
）
双
闕
の
門
古
く
は
東
周
の
成
王
に
九
鼎
を
置
い
て
都
と
定
め
ら
れ
、
下
っ
て
は
後
漢
の
都
と
し
て
の
歴
史
を
誇
る
洛
陽
。
⑤
「
河
岳
」
す
な
わ
ち
黄
河
と
五
岳
信
仰
の
一
つ
、
嵩
山
と
い
う
大
河
名
山
に
囲
ま
れ
、
天
地
は
、
規
則
正
し
い
営
為
を
重
ね
て
き
た
。
水
運
の
利
は
、
遠
い
南
国
の
貢
物
を
も
運
ん
だ
と
い
う
か
つ
て
の
栄
光
を
述
べ
る
の
に
続
い
て
、
墓
地
と
し
て
有
名
な
北
山
を
詠
い
こ
む
。
さ
り
げ
な
く
南
北
の
方
向
対
を
装
い
な
が
ら
、
濃
厚
な
死
の
影
を
漂
わ
せ
て
。
つ
い
で
山
野
か
ら
川
へ
と
転
じ
、
旧
都
を
二
つ
に
分
け
て
流
れ
る
洛
水
に
「
清
」
を
冠
し
て
詠
む （
）。
第
十
句
に
、
初
め
て
「
朝
暾
」
と
い
う
リ
ア
ル
な
時
間
帯
が
記
さ
れ
、
懐
古
か
ら
登
高
の
現
時
点
に
転
じ
た
か
と
思
い
き
や
、
そ
う
で
は
な
い
。「
丹
霞
」「
瑶
臺
」
と
い
う
神
仙
的
詩
語
が
、
天
帝
の
帝
都
に
喩
え
て
、
懐
古
の
ベ
ー
ル
を
ま
と
わ
せ
て
い
る
。
だ
が
懐
古
を
決
定
づ
け
る
の
は
、
⑫
「
雙
闕
門
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
古
３
」
（
「
青
青
陵
上
柏
」
八
韻
）
の
舞
台
と
し
て
設
定
さ
れ
た
後
漢
の
都
洛
陽
の
中
に
そ
び
え
た
つ
門
で
あ
る
。
「
古
３
」
は
、「
青
青
た
り
陵
上
の
柏
、
磊
磊
た
り
中
の
石
」
と
循
環
し
て
変
わ
ら
ぬ
自
然
を
導
入
と
し
、
そ
れ
に
対
し
て
「
人
は
天
地
の
間
に
生
ま
れ
、
忽
と
し
て
遠
行
の
客
の
如
し
」
（
第
二
聯
）
と
人
生
短
促
の
嘆
き
を
述
べ
る
。
そ
の
憂
さ
を
晴
ら
す
べ
く
、
「
車
を
駆
り
て
駑
ど
馬 ば
を
策 むち
う
ち
、
宛
（
洛
陽
の
南
）
と
洛
と
に
遊
戯
す
」
（
第
四
聯
）。
歓
楽
追
求
の
行
き
先
が
、
洛
陽
な
の
で
あ
る
。
第
五
聯
か
ら
洛
陽
の
街
並
み
を
以
下
の
よ
う
に
詠
う
。
⑨
洛
中
何
鬱
鬱
洛
中
何
ぞ
鬱
鬱
た
る
⑩
冠
帶
自
相
索
冠
帯
自
ら
相
索
む
⑪
長
衢
羅
夾

長
衢
夾
を
羅
ね
⑫
王
侯
多
第
宅
王
侯
第
宅
多
し
⑬
兩
宮
遙
相
望
両
宮
遥
か
に
相
望
み
⑭
雙
闕
百
餘
尺
双
闕
百
余
尺
⑮
極
宴
娯
心
意
極
宴
心
意
を
娯
ま
し
め
ば
⑯
戚
戚
何
所

戚
戚
何
ぞ
迫
る
所
あ
ら
ん
冠
位
束
帯
を
つ
け
た
権
貴
の
人
々
が
行
き
交
う
大
通
り
に
は
邸
宅
が
立
ち
並
び
、
遥
か
南
と
北
の
彼
方
に
は
、
宮
殿
が
向
か
い
合
う
よ
う
に
配
さ
れ
、
左
右
の
門
の
高
さ
は
、
百
尺
を
超
え
て
そ
び
え
た
つ
。
ひ
た
す
ら
都
洛
陽
の
豪
華
な
繁
栄
を
描
写
す
る
。
韋
應
物
は
、
そ
の
象
徴
と
し
て
の
「
雙
闕
の
門
」
を
用
い
て
、
旧
都
の
、
今
は
亡
き
繁
栄
を
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
後
半
に
詠
わ
れ
る
乱
後
の
荒
廃
と
の
落
差
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
「
古
３
」
の
模
擬
詩
「
韋
擬
３
」（
八
韻
）
に
お
い
て
も
同
様
の
景
観
が
詠
わ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
後
半
に
限
ら
れ
る
。
「
韋
擬
３
」
は
、
二
度
換
韻
し
て （
	）、
情
景
も
変
え
る
。
最
初
の
第
一
・
二
聯
は
、
「
古
３
」
を
そ
の
ま
ま
模
し
て
、
山
川
対
と
人
生
短
促
を
「
世
人
は
自
ら
は
悟
ら
ず
」
と
詠
じ
て
導
入
と
す
る
。
換
韻
後
第
三
聯
か
ら
引
く
。
⑤
百
金
非
所
重
百
金
は
重
ん
ず
る
所
に
非
ず
⑥
厚
意
良

得
厚
意
は
良
に
得
難
し
⑦
旨
酒
親
與
朋
旨
酒
親
と
朋
と
⑧
芳
年
樂
京
國
芳
年
京
国
を
楽
し
む
韋
應
物
悼
亡
詩
論
（
承
前
）
一
五
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⑨
京
城
繁
華
地
京
城
は
繁
華
の
地
⑩
軒
蓋
凌
晨
出
軒
蓋
晨
を
凌
い
で
出
づ
⑪
垂
楊
十
二
衢
垂
楊
十
二
の
衢
⑫
隱
映
金
張
室
隠
映
す
金
張 （
）の
室
⑬
宮
南
北
對
漢
宮
南
北
に
対
し
⑭
飛
觀
齊
白
日
飛
観
白
日
に
斉
し
⑮
游
泳
屬
芳
時
游
泳
芳
時
に
属
し
⑯
平
生
自
云
畢
平
生
自
ら
云
に
畢
る
第
三
聯
か
ら
は
、
「
古
３
」
に
倣
っ
て
、
ひ
た
す
ら
歓
楽
追
求
の
さ
ま
を
詠
ず
。
そ
れ
は
、
陳
沆
の
説
く
よ
う
に
、
「
百
金
之
贈 （
）」
に
ふ
さ
わ
し
い
「
良
士
」
の
あ
る
べ
き
本
分
さ
え
も
忘
れ
て
、
「
但
だ
歓
娯
に
耽
る
の
み
に
し
て
、
遂
に
生
平
の
志
事
を
畢
ふ
る
か
」
と
い
う
「
世
人
」
へ
の
批
判
で
あ
ろ
う
。
だ
が
⑦
⑧
は
、
旨
い
酒
も
愛
す
る
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
も
、
若
い
頃
（「
芳
年
」）、「
京
國
」
長
安
で
十
分
味
わ
っ
た
と
詠
む
。
「
古
３
」
に
は
な
い
過
去
の
時
間
と
国
都
長
安
の
導
入
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
主
人
公
と
詩
人
は
、
重
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
再
び
換
韻
の
後
、
第
五
聯
か
ら
洛
陽
の
景
観
が
描
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、「
古
３
」
に
倣
い
、「
金
張
」
「
漢
宮
」
と
後
漢
を
強
調
し
た
都
の
繁
栄
の
み
を
詠
う
。
だ
が
「
京
國
」
と
「
京
城
」
の
対
比
が
換
韻
を
も
用
い
て
明
示
さ
れ
（
蝉
聯
体
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
、
前
者
が
青
春
時
代
（
「
芳
年
」
「
芳
時
」
）
、
「
楽
」
し
く
「
游
泳
」
し
た
地
と
し
て
、
詠
わ
れ
れ
ば
詠
わ
れ
る
ほ
ど
、
後
者
の
繁
栄
が
空
し
く
映
ず
。
最
後
は
、「
平
生
」（
昔
日
）
は
も
は
や
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
吐
露
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
結
末
は
、
「
古
３
」
と
は
大
い
に
異
な
る
。「
古
３
」
は
、「
極
宴
し
て
心
意
を
娯
ま
し
め
ば
、
戚
戚
何
ぞ
迫
る
所
ぞ
」
と
今
の
歓
楽
を
肯
定
す
る
。
こ
こ
に
単
な
る
強
が
り
や
自
慰
な
ど
屈
折
し
た
思
い
を
認
め
る
の
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
韋
應
物
は
、
「
古
十
九
」
に
混
在
す
る
歓
楽
追
求
肯
定
を
詠
う
詩
（「
古
４
・
13・
15」）
は
、
模
擬
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
当
該
作
に
お
い
て
も
、
現
在
の
洛
陽
の
歓
楽
で
は
な
く
、
過
去
の
楽
し
い
時
間
を
前
景
化
し
て
、
「
韋
擬
」
の
隠
さ
れ
た
主
題
を
如
実
に
物
語
る
の
で
あ
る
。
過
去
の
時
間
の
前
景
化
、
換
言
す
れ
ば
、
時
間
の
遠
近
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
西
の
か
た
咸
陽
の
道
を
懐
ふ
」
と
同
様
、
長
安
へ
の
想
い
を
看
取
し
得
る
。
模
擬
と
い
う
形
式
を
借
り
て
、
詩
人
の
本
音
を
語
り
、
玄
宗
時
代
へ
の
追
慕
と
喪
失
感
を
表
現
す
る
。「
韋
擬
」
は
、「
古
十
九
」
中
の
現
世
歓
楽
の
要
素
を
す
べ
て
排
除
し
、
十
二
首
全
に
亘
っ
て
悲
哀
を
漂
わ
せ
る
。
そ
れ
は
悼
亡
詩
に
も
通
じ
て
い
き
、
第
三
節
で
詳
述
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
韋
應
物
は
、
洛
陽
へ
の
赴
任
後
、
洛
陽
を
舞
台
と
す
る
「
古
十
九
」
の
世
界
を
一
層
身
近
に
感
じ
、
洛
陽
と
い
う
ト
ポ
ス
の
有
す
る
過
去
と
現
在
、
繁
栄
と
荒
廃
の
落
差
の
大
き
さ
に
深
い
感
慨
を
覚
え
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
同
時
に
「
芳
年
」
の
「
楽
し
き
」
西
都
長
安
へ
の
想
い
も
深
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
過
去
と
現
在
を
重
層
化
し
、
「
古
十
九
」
を
単
に
典
故
と
し
て
詠
む
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
模
擬
詩
を
創
作
す
る
ま
で
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
拙
論
が
、「
韋
擬
」
の
成
立
を
洛
陽
時
代
と
す
る
所
以
で
あ
る
。
「
登
高
望
洛
城
」
に
は
、「
韋
擬
」
と
共
通
す
る
詩
語
が
二
種
、
認
め
ら
れ
る
。
②
「
遐
瞰
」
と
⑩
「
丹
霞
」
で
あ
る
。
前
者
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
「
韋
擬
８
」
に
、
後
者
は
、
「
韋
擬
４
」
に
見
え
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
二
種
の
詩
語
を
含
む
詩
が
、
す
べ
て
洛
陽
で
の
作
な
の
で
あ
る （
）。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
一
事
を
以
て
、
「
韋
擬
」
の
成
立
年
代
を
「
登
高
望
洛
城
」
と
同
じ
永
泰
年
間
と
断
定
す
る
の
文
学
部
紀
要
第
六
十
九
号
一
六
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は
、
早
計
の
謗
り
を
免
れ
ま
い
。
そ
も
そ
も
洛
陽
時
代
は
、
韋
の
三
十
歳
代
約
十
年
に
亘
る
。
こ
の
時
期
を
調
べ
る
と
、
洛
陽
ば
か
り
で
は
な
く （
）、
三
十
代
半
ば
、
大
暦
四
年
（
七
六
九
）
か
ら
五
年
に
か
け
て
、
揚
州
に
旅
行
し
、
そ
の
時
の
作
品
も
質
量
と
も
に
看
過
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
洛
陽
時
代
は
、
つ
ぎ
の
三
期
に
分
け
ら
れ
よ
う
。
洛
陽
前
期
（
お
も
に
洛
陽
丞
時
代
）
廣
徳
元
年
（
七
六
三
）
二
十
九
歳
～
大
暦
四
年
（
七
六
九
）
三
十
五
歳
頃

揚
州
旅
行
大
暦
四
・
五
年

洛
陽
後
期
（
お
も
に
河
南
府
兵
曹
参
軍
と
同
徳
寺
閑
居
時
代
）
大
暦
六
年
（
七
七
一
）
三
十
七
歳
～
大
暦
八
年
三
十
九
歳
頃
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
詩
は
、
い
ず
れ
も
に
属
す （
）が
、
の
旅
に
お
い
て
も
、
少
な
か
ら
ず
「
古
十
九
」
や
「
韋
擬
」
と
同
一
の
詩
句
や
類
似
の
表
現
が
認
め
ら
れ
る （
）。紙
幅
の
都
合
で
、
最
も
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
作
だ
け
挙
げ
れ
ば
、
広
陵
（
揚
州
）
で
の
「
盧
	に
寄
す
」（
巻
二
、
七
韻
）
で
あ
る
。
①
悠
悠

離
別
悠
悠
と
し
て
遠
く
離
別
す
②
分
此
會

此
に
分
か
れ
て
歓
会
難
し
―
中
略
―
⑨
時
異
京
洛
時
節
は
京
洛
に
異
な
り
⑩
孟
冬
天
未
寒
孟
冬
天
未
だ
寒
か
ら
ず
⑪
廣
陵
多
車
馬
広
陵
に
車
馬
多
く
⑫
日
夕
自
盤
日
夕
自
ら
遊
盤
す
冒
頭
か
ら
、「
古
８
」
の
「
悠
悠
と
し
て
山
陂
を
隔
つ
」（
第
八
句
）
と
い
う
二
人
の
間
の
距
離
の
遠
さ
を
表
す
畳
字
を
踏
ま
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
韋
擬
12」
で
も
「
淇
水
長
く
悠
悠
た
り
」（
第
四
句
）
と
洛
陽
か
ら
旅
立
つ
者
と
の
別
離
の
場
所
で
あ
る
「
淇
水
」
で
の
別
れ
を
詠
う
。
畳
字
の
表
す
果
て
し
な
さ
は
、
再
会
の
難
し
さ
を
予
期
さ
せ
て
一
層
切
な
い
が
、
続
く
「
遠
離
別
」
は
、
既
出
（
第
三
章
）
「
韋
擬
２
」
「
事
無
く
し
て
久
し
く
離
別
す
」
と
類
似
す
る
。
第
二
句
以
降
は
、
友
人
盧
	
（
阮
注
は
『
全
唐
文
』
巻
三
七
五
「
梓
潼
神
鼎
賦
」
を
盧
の
作
と
し
て
引
く
が
、
未
詳
。
）
と
の
楽
し
い
宴
が
叶
わ
ぬ
こ
と
を
嘆
き
、
酒
に
手
を
出
そ
う
と
す
る
が
、
そ
ん
な
気
に
も
な
れ
な
い
。
⑨
⑩
の
「
時
節
」「
孟
冬
」
は
、
既
出
（
拙
論
第
一
章
第
一
節
）「
古
７
」
の
「
玉
衡
は
孟
冬
を
指
す
」
（
第
三
句
）
「
時
節
は
忽
ち
復
た
易
は
る
」
（
第
六
句
）
の
時
候
の
推
移
を
表
す
詩
句
を
踏
ま
え
た
一
聯
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
車
馬
が
行
き
交
い
、
遊
興
に
明
け
暮
れ
る
揚
州
の
活
況
は
、
「
古
３
」
の
「
車
を
駆
り
て
駑
馬
に
策
ち
、
宛
と
洛
に
遊
戯
す
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
揚
州
に
旅
し
て
い
て
も
、
洛
陽
の
こ
と
は
常
に
胸
中
か
ら
去
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
「
古
十
九
」
を
踏
ま
え
た
表
現
に
な
り
、
ひ
い
て
は
「
韋
擬
」
と
も
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
足
か
け
二
年
の
こ
の
旅
行
中
の
作
も
、
少
な
か
ら
ず
「
古
十
九
」
「
韋
擬
」
と
の
関
わ
り
を
看
取
し
得
る
の
で
あ
る
。
次
に
に
属
す
作
品
の
中
に
も
、
「
古
十
九
」
や
「
韋
擬
」
と
関
わ
る
詩
が
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、「
雍 よ
う聿 い
つの
州
に
之
き
て
李
中
丞
に
謁
す
る
を
餞
す
」（
巻
四
、
八
韻
）
は
、
「
鬱
鬱
兩
相
遇
、
出
門
草
青
青
」
と
詠
い
始
め
る
が
、
既
出
（
第
三
章
）
の
通
り
、
「
古
２
」
の
畳
字
を
踏
ま
え
て
、
別
離
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
表
現
す
る
。
雍
聿
な
る
人
物
の
洛
陽
か
ら
州
（
山
西
省
）
へ
の
旅
の
目
的
は
、
李
中
丞 （
）
韋
應
物
悼
亡
詩
論
（
承
前
）
一
七
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と
の
謁
見
で
あ
る
が
、
韋
は
李
の
こ
と
を
「
主
人
は
才
且
つ
賢
、
士
を
重
ん
じ
て
百
金
軽
し
」
と
称
賛
し
て
、
雍
を
励
ま
す
。「
韋
擬
３
」
の
「
百
金
非
所
重
」（
第
五
句
）
を
用
い
て
お
り
、
二
作
の
親
近
性
を
明
示
す
る
。
は
、
足
か
け
三
年
と
短
期
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
時
期
の
作
品
の
多
く
に
、「
古
十
九
」「
韋
擬
」
と
同
一
の
詩
句
や
類
似
の
表
現
を
看
取
し
得
る
の
で
あ
る （
）。
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
も
っ
と
も
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
作
が
、
「
同
徳
寺
閣
に
集
眺
す
」（
巻
七
、
十
韻
、「
同
徳
１
」
と
略
称
す
）
で
あ
る
。
①
芳
欲
云
晏
芳
節
云
に
晏 く
れ
ん
と
欲
し
②
遨
樂
相
從
遊
遨
楽
し
み
て
相
従
ふ
③
高
閣
照
丹
霞
高
閣
丹
霞
に
照
り
④

含
遠
風

と
し
て
遠
風
を
含
む
⑤
寂
寥
氛
廓
寂
寥
と
し
て
氛

廓 ひ
らく
⑥
超
忽
神
慮
空
超
忽
と
し
て
神
慮
空
し
⑦
旭
日
霽
皇
州
旭
日
皇
州
に
霽 は
れ
⑧

	見
兩
宮

ち
ょ
う
	
ぎ
ょ
うと
し
て
両
宮
を
見
る
―
中
略
―
⑬
陰
陽
降
大
和
陰
陽
大
和
を
降
し
⑭
宇
宙
得
其
中
宇
宙
其
の
中
を
得
た
り
⑮
舟
車
滿
川
陸
舟
車
川
陸
に
満
ち
⑯
四
國
靡
不
通
四
国
通
ぜ
ざ
る
靡
し
韋
應
物
は
、
揚
州
旅
行
の
後
、
大
暦
六
年
、
洛
陽
で
河
南
府
兵
曹
参
軍
（
軍
隊
の
武
器
、
軍
防
、
烽
候
な
ど
を
管
理
）
を
任
じ
た
が
、
二
年
後
、
病
に
よ
っ
て
辞
職
し
て
、
同
徳
寺
で
養
生
し
た
。
同
徳
寺
は
、
洛
陽
の
東
城
、
景
行
坊
に
あ
る
寺
院
で
、
そ
の
名
に
因
む
作
が
、
右
の
詩
も
含
め
て
七
首
残
さ
れ
て
い
る （

）。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
寺
は
、「
山
水
は
心
の
娯
し
む
所
」（「
同
徳
６
」）
と
い
う
山
水
に
囲
ま
れ
、「
喬
木
」
（「
同
徳
３
」）
が
林
立
し
、
月
光
に
照
ら
さ
れ
て
銀
色
に
輝
く
広
い
庭
（「
広
庭
に
華
月
流
れ
」
同
徳
２
）
が
あ
り
、
そ
こ
に
そ
び
え
た
つ
「
高
閣
」（「
同
徳
１
・
２
・
５
」）
で
あ
る
。
寺
で
の
療
養
生
活
は
、
彼
に
と
っ
て
、
心
身
回
復
に
絶
好
の
環
境
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
以
後
の
韋
の
人
生
の
特
徴
と
も
い
う
べ
き
、
た
び
た
び
の
閑
居
先
が
仏
寺
で
あ
る
こ
と
の
原
点
と
い
え
よ
う
。
た
だ
右
の
詩
は
、
「
芳
」
（
仏
寺
で
あ
る
か
ら
仏
教
的
節
会
か
）
に
、
朋
輩
と
連
れ
立
っ
て
「
遨
」
の
た
め
訪
れ
た
時
の
作
で
、
お
そ
ら
く
兵
曹
参
軍
時
代
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
指
摘
す
べ
き
は
、「
韋
擬
」
と
の
濃
密
な
関
係
で
あ
る
。「
高
閣
」
は
、
③
「
丹
霞
」
に
照
り
映
え
て
輝
か
ん
ば
か
り
で
、
そ
の
上
の
晴
れ
た
空
に
は
、
⑦
「
旭
日
」
が
浮
か
ん
で
い
る
。
こ
の
「
旭
日
」
と
「
丹
霞
」
と
の
組
み
合
わ
せ
は
、
前
出
「
丹
霞
朝
暾
を
捧
ぐ
」（「
登
高
望
洛
陽
」）
を
連
想
さ
せ
て
、
洛
陽
と
の
関
わ
り
を
物
語
る
が
、「
韋
擬
４
」
に
も
見
出
せ
る
。「
韋
擬
４
」
は
、
前
掲
の
如
く
、「
古
５
」
（「
西
北
有
高
樓
」）
の
模
擬
詩
。「
古
５
」
は
夫
を
亡
く
し
て
悲
嘆
に
く
れ
る
妻
を
西
北
の
高
楼
内
に
置
き
、
冒
頭
の
二
聯
は
、
高
楼
の
外
観
を
詠
う （
）。
そ
れ
を
模
し
た
の
が
、
つ
ぎ
の
冒
頭
の
四
句
で
あ
る
。
①
綺
樓
何
氛

綺
楼
何
ぞ
氛 ふ
ん

う
んた
る
（
気
の
盛
ん
な
さ
ま
）
②
朝
日
正
杲
杲
朝
日
正
に
杲
杲
た
り
③
四
壁
含
風
四
壁
清
風
を
含
み
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④
丹
霞
射
其

丹
霞
其
の

ゆ
う（
れ
ん
じ
窓
）
を
射
る
「
古
５
」
に
は
無
い
「
朝
日
」
と
い
う
時
間
と
光
が
描
か
れ
、「
丹
霞
」
に
よ
っ
て
色
彩
も
付
加
さ
れ
て
、
あ
で
や
か
な
高
楼
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
さ
ら
に
同
徳
寺
の
高
閣
は
、
遠
方
か
ら
の
風
を
「
含
み
」、「
氛
」
た
る
気
も
開
放
さ
れ
て
い
く
が
、
「
韋
擬
４
」
の
綺
樓
の
四
壁
に
も
、
韋
の
好
む
「
風
」
が
さ
わ
や
か
に
吹
き
わ
た
る
。「
同
徳
１
」
は
、「
韋
擬
４
」
と
の
関
わ
り
を
想
起
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
「
同
徳
１
」
の
⑧
「
兩
宮
」
は
、
既
出
「
韋
擬
３
」
（
「
漢
宮
南
北
對
」
）
で
、
描
か
れ
て
い
る
。
後
半
の
⑬
「
陰
陽
」
は
、
「
宇
宙
」
の
対
語
と
し
て
、
寺
を
も
含
む
洛
陽
を
取
り
巻
く
森
羅
万
象
の
時
空
を
意
味
し
、
周
囲
四
方
の
国
々
す
べ
て
が
「
通
ぜ
ざ
る
靡
し
」
と
壮
大
に
詠
わ
れ
る
。
こ
れ
も
「
韋
擬
８
」（「
神
州
高
爽
地
、
遐
瞰
靡
不
通
」）
と
重
な
っ
て
い
き
、「
韋
擬
」
と
同
時
に
詠
ま
れ
た
か
の
錯
覚
す
ら
起
こ
る
。
同
徳
寺
に
因
む
他
の
詩
に
も
、
「
韋
擬
」
と
同
様
の
詩
句
や
描
写
を
少
な
か
ら
ず
認
め
得
る
。
例
示
す
れ
ば
、「
逍
遥
す
東
城
の
隅
、
双
樹
寒
く
葱
た
り
。
広
庭
に
華
月
流
れ
、
高
閣
余
霰
凝
る
」（「
同
徳
２
」、
第
一
・
二
聯
）。「
東
城
」
は
、
前
出
「
古
12」
「
東
城
高
且
長
」
に
見
え
、
広
い
庭
を
銀
色
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
「
華
月
」
は
、「
韋
擬
10」
に
「
華
月
屡
々
円
欠
す
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
。「
華
月
」
は
、
さ
ら
に
「
同
徳
３
」
に
お
い
て
も
、
印
象
的
に
詠
わ
れ
て
い
る
。
「
同
徳
３
」
は
、
雨
上
り
の
寺
の
情
景
を
詠
っ
て
い
る
が
、
韋
應
物
が
そ
の
興
趣
を
心
ゆ
く
ま
で
観
照
す
る
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
①
川
上
風
雨
來
川
上
風
雨
来
り
②
須
臾
滿
城
闕
須
臾
に
城
闕
に
満
つ
③

青
蓮
界

た
り
青
蓮
界
（
仏
寺
）
④
蕭
條
孤
興
発
蕭
條
と
し
て
孤
興
発
す
⑤
前
山
遽
已
浄
前
山
遽
か
に
已
だ
浄
く
⑥
陰
靄
夜
來
歇
陰
靄
夜
来
歇
む
⑦
喬
木
生
夏
涼
喬
木
夏
涼
を
生
じ
⑧
流
雲
吐
華
月
流
雲
華
月
を
吐
く （
	）
雨
後
の
瑞
々
し
い
緑
の
中
、
風
の
さ
や
ぎ
ま
で
静
寂
を
生
み
出
し
て
、
ま
さ
に
韋
應
物
詩
特
有
の
「
清
」
「
幽
」
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
⑦
「
喬
木
生
夏
涼
」
と
殆
ど
同
一
の
詩
句
か
ら
始
ま
る
作
が
、
「
盧
嵩
の
秋
夜
に
五
韵
を
寄
せ
ら
る
る
に
酬
ゆ
」（
巻
五
、
五
韻
）
で
あ
る
。
①
喬
木
生
夜
涼
喬
木
夜
涼
を
生
じ
②
月
華
滿
前


月
華
前

（
前
庭
）
に
満
つ
③
去
君
咫
尺
地
君
を
去
る
こ
と
咫
尺
の
地
④
勞
君
千
里
思
君
を
労
す
千
里
の
思
ひ
⑤
素
秉
棲
志
素
よ
り
秉 と
る
棲
の
志
⑥
況
貽
招
隱
詩
況
ん
や
招
隠
詩
を
貽
る
を
や
⑦
坐
見
林
木
榮
坐
ろ
に
見
る
林
木
の
栄
⑧
願
赴
滄
洲
期
滄
洲
に
赴
き
て
期
す
る
を
願
ふ
⑨
何
能
待
歳
晏
何
ぞ
能
く
歳
晏
を
待
た
ん
⑩
攜
手
當
此
時
手
を
携
へ
て
此
の
時
に
当
た
ら
ん
韋
應
物
悼
亡
詩
論
（
承
前
）
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詩
末
の
原
注
に
「
盧
詩
に
云
ふ
、
歳
晏
以
て
期
と
為
す
」
と
あ
り
、
盧
嵩
と
の
応
酬
詩
で
あ
る
。
盧
詩
は
未
見
で
あ
る
が
、
「
棲
志
」
「
招
隠
詩
」
「
滄
洲
（
仙
人
や
隠
者
の
住
む
所
）
に
赴
く
」
と
い
う
詩
句
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
隠
志
向
を
共
有
し
て
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
盧
嵩
は
、
永
泰
年
間
洛
陽
の
丞
の
時
の
同
僚
の
よ
う
で
、
そ
れ
ゆ
え
か
、
陶
注
は
、
「
永
泰
元
年
秋
の
作
」
と
す
る （
）。
だ
が
第
一
聯
の
情
景
描
写
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
同
徳
寺
の
そ
れ
で
あ
り
、
成
立
は
、
同
徳
寺
閑
居
の
時
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
証
す
る
よ
う
に
、
当
該
作
も
、
「
韋
擬
」
と
の
関
わ
り
を
看
取
し
得
る
の
で
あ
る
。
④
「
千
里
思
」
は
、
「
韋
擬
４
」
「
一
た
び
去
ら
ん
千
里
の
道
を
」
（
第
十
六
句
）
、
「
林
木
榮
」
は
、
「
韋
擬
９
」
「
春
至
り
て
林
木
変
ず
」
（
第
一
句
）
と
。
か
よ
う
に
同
徳
寺
に
因
む
作
と
「
韋
擬
」
と
の
関
わ
り
の
深
さ
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
洛
陽
時
代
の
諸
作
が
、
「
古
詩
」
お
よ
び
「
韋
擬
」
と
関
わ
り
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、「
韋
擬
」
の
成
立
時
期
は
、
第
一
期
洛
陽
時
代
で
あ
る
こ
と
を
、
立
証
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
、


い
ず
れ
の
時
期
に
お
い
て
も
一
貫
し
て
認
め
ら
れ
た
が
、
の
同
徳
寺
に
因
む
詩
が
、
殊
に
「
韋
擬
」
と
、
よ
り
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
看
取
し
た
。
韋
應
物
は
、
洛
陽
の
丞
の
赴
任
に
よ
っ
て
、
洛
陽
を
舞
台
と
す
る
「
古
十
九
」
の
世
界
に
親
近
感
を
抱
き
、
そ
れ
を
典
故
と
す
る
詩
作
を
試
み
た
が
、
の
時
期
に
お
い
て
は
、
模
擬
詩
を
作
る
ま
で
の
機
は
ま
だ
熟
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
現
実
の
荒
廃
の
深
刻
さ
が
、
模
擬
詩
創
作
に
必
要
な
客
観
性
と
余
裕
を
与
え
な
か
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
続
く
の
揚
州
滞
在
期
に
お
い
て
も
、
旅
と
い
う
「
離
情
」
を
実
感
す
る
中
で
、
「
古
十
九
」
を
踏
ま
え
た
詩
を
重
ね
て
綴
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
さ
ら
に
「
古
十
九
」
に
近
づ
き
、
模
擬
詩
創
作
の
意
欲
が
芽
生
え
、
旅
の
後
、
の
洛
陽
後
期
時
代
に
「
韋
擬
」
十
二
首
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
確
た
る
証
拠
は
な
い
の
で
断
定
し
得
な
い
が
、
そ
の
蓋
然
性
は
高
い
と
い
え
よ
う
。
第
三
節
悼
亡
詩
と
の
関
わ
り
「
韋
擬
十
二
」
の
主
題
お
よ
び
成
立
年
代
を
考
察
し
た
結
果
、
三
十
代
の
韋
應
物
が
、
安
史
の
乱
後
の
洛
陽
に
お
い
て
、
「
太
平
の
世
」
再
興
の
使
命
感
に
駆
ら
れ
、
「
貞
白
」
を
己
に
課
し
て
、
自
ら
を
鼓
舞
す
る
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
同
時
に
、
時
と
し
て
荒
廃
の
深
刻
さ
に
翻
弄
さ
れ
て
苦
悩
し
、
心
身
と
も
に
衰
弱
し
て
は
、
自
身
の
存
在
を
確
認
す
る
か
の
よ
う
に
、
詩
作
を
綴
っ
て
い
る
。「
躑
躅
」「
徘
徊
」
し
な
が
ら
、
自
ら
の
苦
悩
を
客
観
視
す
る
中
で
、
彼
の
拠
り
所
に
な
っ
た
の
は
、
玄
宗
の
「
太
平
の
世
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
喪
失
の
深
さ
が
、
「
離
情
」
を
詠
う
「
古
十
九
」
へ
の
共
感
を
生
み
出
し
た
と
い
え
よ
う
。「
古
十
九
」
は
、
今
と
昔
、「
各
在
天
一
涯
」
と
い
う
、
時
間
的
空
間
的
隔
絶
へ
の
嘆
き
を
表
白
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
「
韋
擬
十
二
」
は
、
十
九
首
の
う
ち
、
歓
楽
追
求
を
詠
じ
た
詩
を
模
擬
対
象
か
ら
除
外
し
、
全
に
哀
嘆
の
調
べ
を
奏
で
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
妻
と
の
死
別
を
哀
し
む
「
悼
亡
詩
」
と
相
通
じ
て
い
く
。
韋
の
妻
元
蘋
は
、
安
史
の
乱
の
渦
中
（
天
宝
十
五
載
八
月
）
に
婚
姻
し
、
乱
後
、
韋
應
物
と
常
に
「
手
を
携
へ
て
」
歩
み
を
共
に
し
て
き
た
。
彼
の
使
命
感
と
そ
れ
ゆ
え
の
藤
を
、
彼
女
ほ
ど
理
解
し
得
た
存
在
は
、
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
妻
を
亡
く
し
た
喪
失
感
の
深
刻
さ
が
、
「
韋
擬
十
二
」
と
「
韋
悼
」
の
類
似
性
を
、
際
立
た
せ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
韋
擬
十
二
」
の
成
立
時
期
が
洛
陽
後
期
（
大
暦
六
年
～
大
暦
八
年
）
と
い
う
第
二
節
の
結
論
が
正
し
け
れ
ば
（
あ
る
い
は
、
概
括
的
に
洛
陽
時
代
と
す
る
に
し
て
も
）
、
大
暦
十
年
九
月
に
亡
く
な
っ
た
妻
を
悼
む
「
韋
悼
」
の
繋
年
は
、
全
首
、
「
韋
擬
十
二
」
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の
後
に
位
置
す
る
。
そ
の
先
後
を
も
勘
案
し
な
が
ら
、
一
、
時
間
表
現
、
二
、
空
間
表
現
、
三
、
悲
哀
表
現
の
三
つ
の
観
点
に
拠
っ
て （
）両
者
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
。
悼
亡
詩
に
お
け
る
時
間
表
現
に
は
、
現
時
点
を
表
す
微
視
的
表
現
と
、
推
移
を
表
す
巨
視
的
表
現
の
二
種
類
が
認
め
ら
れ
た
。
前
者
は
具
体
的
に
は
、
季
節
表
現
や
昼
夜
の
時
間
帯
で
あ
る
。
悼
亡
詩
の
季
節
表
現
は
、「
潘
詩
」
以
来
、
構
成
の
基
軸
と
な
り
、「
韋
悼
十
九
」
も
そ
れ
に
基
づ
い
て
再
編
成
さ
れ
た
こ
と
を
既
述
し
た
よ
う
に
（
第
一
稿
）
、
重
要
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
「
韋
擬
」
に
お
い
て
も
、
そ
れ
は
不
可
欠
の
要
素
に
な
っ
て
お
り
、「
陸
擬
」
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
傾
向
は
明
白
で
あ
る
。「
韋
擬
十
二
」
が
、
「
其
の
十
一
」
以
外
の
す
べ
て
に
季
節
表
現
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、「
陸
擬
十
二
」
に
お
い
て
は
、
七
首
に
し
か
詠
わ
れ
な
い （
）。
「
韋
擬
」
に
季
節
表
現
の
比
重
が
高
い
こ
と
は
、
「
韋
悼
」
と
の
類
似
性
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
宋
玉
「
九
辯
」
以
来
の
「
悲
秋
」
の
伝
統
で
あ
る
秋
と
冬
の
描
写
は
、「
離
情
」
や
「
哀
傷
」
を
表
現
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
。
た
と
え
ば
、
前
掲
「
韋
擬
１
」
「
驅
車
背
鄕
園
、
朔
風
巻
行
迹
。
嚴
冬
霜
斷
肌
、
日
入
不
遑
息
」
は
、
故
郷
を
後
に
し
て
北
風
に
ら
れ
な
が
ら
、
肌
刺
す
寒
さ
に
耐
え
が
た
い
思
い
で
歩
む
男
の
姿
を
詠
む
。
そ
れ
は
、
妻
亡
き
後
、
服
喪
の
白
い
帳
（「
素
帷
」）
を
掲
げ
た
部
屋
を
後
に
し
て
、
厳
寒
の
中
、
公
務
に
出
か
け
ざ
る
を
得
な
い
詩
人
の
姿
に
重
な
っ
て
い
る
。
「
晨
に
起
き
て
厳
霜
を
凌
ぎ
、
慟
哭
し
て
素
帷
に
臨
む
」
「
飄
風
忽
ち
野
を
截
り
、
唳
雁
起
ち
て
飛
ぶ
」
（
「
韋
悼
２
」
「
往
富
平
傷
懷
」
第
一
・
九
聯
）
と
。
ま
た
「
朔
風
」
は
、
前
掲
の
綺
楼
中
の
女
性
を
詠
う
秋
の
歌
（「
韋
擬
４
」）
に
も
見
え
る
。
綺
樓
か
ら
流
れ
漂
う
歌
曲
の
余
韻
は
、
秋
草
の
上
に
散
り
広
が
り
（
⑫
「
餘
聲
散
秋
草
」
）
、
吹
き
つ
け
る
北
風
を
追
い
か
け
て
千
里
の
彼
方
の
思
い
人
の
と
こ
ろ
に
飛
ん
で
行
き
た
い
（
⑮
⑯
「
思
逐
朔
風
翔
、
一
去
千
里
道
」
）
と
詠
む
。
こ
の
風
は
、
悼
亡
詩
中
、
「
霜
露
已
に
淒
漫
た
り
」
と
い
う
底
冷
え
の
す
る
秋
の
深
夜
、
哀
し
み
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
眠
れ
ぬ
詩
人
に
も
吹
き
付
け
る
。「
朔
風
中
夜
に
起
こ
る
」（「
韋
悼
17」
「
秋
夜
」
③
）
と
。
時
間
の
推
移
や
そ
の
速
や
か
さ
を
表
す
巨
視
的
時
間
表
現
も
認
め
ら
れ
る
。
「
韋
擬
３
」
で
は
、
「
世
人
不
自
悟
、
馳
謝
如
驚
」
と
、
時
間
が
「
驚 きょ
う

ひ
ゅ
う
の
如
く
」
去
っ
て
行
く
の
を
世
の
人
は
悟
ら
な
い
と
詠
む
。「
韋
悼
14」「
閑
齋
對
雨
」
で
も
、
詩
人
は
高
い
木
々
に
囲
ま
れ
た
人
気
な
い
書
斎
の
中
で
、
そ
ぼ
降
る
雨
を
見
つ
め
な
が
ら
、「
端
居
往
事
を
念
ひ
、
忽
た
る
こ
と
驚
の
若
し （
	）」
と
、
来
し
方
を
思
っ
て
感
慨
に
耽
る
。
ま
た
第
二
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
「
韋
悼
」
の
特
質
で
あ
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
過
去
の
時
間
表
現
も
、
「
韋
擬
」
に
す
で
に
看
取
さ
れ
る
。
「
韋
擬
３
」
「
遊
泳
屬
芳
時
、
平
生
自
云
畢
」
と
。「
芳
時
」
は
、「
芳
」
と
い
う
美
称
に
よ
っ
て
、
よ
き
過
去
を
表
し
、
そ
れ
は
悪
し
き
現
在
と
の
対
比
を
含
ん
で
い
る （

）。
そ
の
対
比
は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
成
立
の
必
要
条
件
で
あ
り
、
も
は
や
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
「
平
生
」
へ
の
追
慕
を
表
現
す
る
。「
平
生
」
は
、「
韋
擬
９
」
に
も
「
良
人
久
燕
趙
、
新
愛
移
平
生
」
と
詠
ま
れ
、
夫
の
愛
が
、
美
人
の
多
い
「
燕
趙
」
の
誰
か
に
移
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
妻
が
悩
む
。
か
つ
て
の
自
分
へ
の
愛
を
「
平
生
」
に
籠
め
、
「
新
愛
」
と
対
比
さ
せ
て
い
る
。
悼
亡
詩
で
は
、
４
「
冬
夜
」
に
認
め
ら
れ
る
。
「
平
生
恩
重
し
と
雖
も
、
遷
去
し
て
窮
埃
に
托
す
」
と
、
妻
の
生
時
の
深
い
情
愛
が
、
今
や
窮
泉
の
靄
の
彼
方
に
消
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
嘆
く
。
16「
秋
夜
」
も
、
一
人
、
冷
た
い
雨
垂
れ
の
音
を
聞
き
な
が
ら
（「
夜
聞
寒
雨
滴
」）、「
惆
悵
た
り
平
生
の
懷
ひ
」
と
昔
日
の
思
い
出
を
哀
し
く
反
芻
し
、
眠
れ
ぬ
夜
を
過
ご
し
て
い
る
。「
韋
悼
24」（
巻
六
、
八
韻
）
は
、
韋
應
物
悼
亡
詩
論
（
承
前
）
二
一
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貞
元
二
年
（
七
八
六
）
、
江
州
刺
史
と
し
て
の
巡
察
の
時
、
春
霞
に
け
ぶ
る
青
山
や
泉
谷
を
見
て
、
新
婚
時
を
過
ご
し
た
「
驪
山
の
居
」
を
思
い
出
し
、「
昔
年
を
追
懐
」
し
た
作
で
あ
る （
）。
⑨
荏
苒
斑
鬢
及
荏 じ
ん苒 ぜ
んと
し
て
斑
鬢
に
及
び
⑩
夢
寢
婚
宦
初
夢
寝
婚
宦
の
初
め
⑪
不
覺
平
生
事
覚
え
ず
平
生
の
事
⑫
咄
嗟
二
紀
餘
咄
嗟
の
二
紀
（
一
紀
は
十
二
年
）
の
余
⑬
存
歿
闊
已
永
存
没
闊
と
し
て
已
に
永
く
⑭
悲
多
歡
自
疏
悲
し
み
多
く
歓
び
自
ら
疏
な
り
今
や
白
髪
ま
じ
り
の
頭
に
な
り
、
二
十
年
以
上
前
に
な
る
新
婚
時
代
や
出
仕
初
め
の
頃
は
、
も
う
夢
の
よ
う
に
思
う
と
詠
ん
だ
後
、
今
は
悲
し
み
ば
か
り
多
い
と
吐
露
す
る
。
生
と
死
（
「
存
歿
」
）
の
世
界
は
遠
く
隔
た
り
、
「
平
生
」
は
「
歓
び
」
の
多
か
っ
た
妻
の
生
時
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る （
）。
時
間
表
現
に
関
す
る
「
韋
擬
」
「
韋
悼
」
両
者
の
類
似
性
は
、
右
の
如
く
明
白
で
あ
る
が
、
同
一
の
詩
語
を
用
い
な
が
ら
も
、
「
韋
悼
」
の
方
が
、
詩
人
の
悲
傷
の
思
い
が
、
切
実
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
詩
作
の
パ
ト
ス
が
、
現
実
の
悲
愴
に
基
づ
き
、
格
段
に
深
刻
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
「
韋
擬
」
を
創
作
し
、
虚
構
の
中
で
同
様
の
悲
哀
を
自
由
に
表
現
し
得
た
こ
と
が
、
「
韋
悼
」
に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
二
、
空
間
表
現
に
つ
い
て
比
較
す
る
。
両
者
と
も
に
、
大
小
、
広
狭
、
長
短
さ
ま
ざ
ま
な
空
間
や
景
観
が
描
出
さ
れ
て
い
る
が
、
「
韋
擬
１
」
に
お
い
て
、
最
初
に
詠
わ
れ
る
道
の
長
さ
が
印
象
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
無
論
、「
古
１
」「
行
行
重
行
行
」
の
は
て
し
な
く
伸
び
て
い
く
道
の
イ
メ
ー
ジ
が
基
層
に
あ
る
が
、
①
「
君
を
辞
し
て
遠
く
行
き
邁
く
」
③
「
す
で
に
謂
ふ
道
里
遠
し
と
」
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
重
ね
ら
れ
る
。
こ
の
道
の
遠
さ
は
、
二
人
の
距
離
の
隔
絶
感
に
な
る
。
「
庭
中
奇
樹
有
り
」（「
古
９
」）
を
模
し
た
「
韋
擬
５
」
で
は
、
女
は
雲
の
果
て
に
い
る
「
君
子
」
に
美
し
い
花
を
届
け
た
い
と
思
う
が
、
遠
く
て
叶
わ
な
い
と
嘆
く
。
「
君
子
は
賞
め
づ
る
に
在
ら
ざ
れ
ば
、
之
（
嘉
樹
の
蕪
の
花
）
を
雲
路
の
長
き
に
寄
す
。
路
長
く
し
て
信
に
越
え
難
く
、
此
の
芳
時
の
歇
く
る
を
惜
し
む
」（
第
二
・
三
聯
）
と
。
一
方
、
「
韋
悼
２
」
は
、
前
掲
の
如
く
、
詩
人
は
厳
寒
を
つ
い
て
、
公
務
の
た
め
に
出
張
す
る
が
、
「
単
車
路
蕭
條
た
り
、
首
を
回
ら
せ
ば
長
く
逶
遲
た
り
」
と
詠
う
。
状
況
も
詠
み
手
の
性
も
異
な
る
が
、
は
て
し
な
く
伸
び
る
道
の
光
景
を
同
じ
く
す
る
。
「
韋
擬
」「
韋
悼
」
両
者
に
共
通
す
る
比
較
的
小
さ
い
空
間
は
、「
閨
」「
房
」
で
あ
る
。「
韋
擬
12」
で
は
、「
白
日
淇
上
没
、
空
閨
生
遠
愁
」
と
詠
う
。
洛
陽
か
ら
船
旅
で
出
発
す
る
淇
水
の
ほ
と
り
は
薄
暮
に
包
ま
れ
、
一
人
残
さ
れ
た
女
（「
孤
妾
」）
は
、
ガ
ラ
ン
と
し
た
人
気
な
い
部
屋
で
、
い
つ
ま
で
も
愁
い
に
沈
ん
で
い
る
。
一
方
、
「
韋
悼
12」
「
端
居
感
懷
」
で
も
、
詩
人
は
終
日
、
一
人
無
言
の
ま
ま
（
「
永
日
独
り
言
無
し
」
）
、
服
喪
の
帳
を
垂
れ
た
部
屋
（
「
帷
室
」
）
に
座
っ
て
い
る
と
、
「
空
房
云
に
暮
れ
ん
と
欲
す
」
と
、
夕
闇
が
人
気
な
い
部
屋
を
包
ん
で
ゆ
く
。
主
人
公
の
性
は
異
な
る
も
の
の
、
同
様
の
空
間
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
さ
す
れ
ば
拙
論
其
の
一
の
末
尾
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
韋
應
物
が
、
「
古
16」
「
長
門
賦
」
「
寡
婦
賦
」
と
い
う
詠
み
手
が
女
性
と
設
定
さ
れ
た
作
品
を
積
極
的
に
擬
し
て
、
詠
む
主
体
を
詩
人
自
身
に
変
換
さ
せ
て
悼
亡
詩
を
綴
る
手
法
を
こ
こ
で
も
見
出
せ
よ
う
。
こ
の
「
空
房
」
以
文
学
部
紀
要
第
六
十
九
号
二
二
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外
に
も
、
悼
亡
詩
で
は
、
「
空
斎
高
樹
に
対
す
」
（
「
韋
悼
14」
）
や
、
「
歳
晏
空
宇
を
仰
ぐ
」
（
「
韋
悼
17」
）
な
ど
、
建
物
や
部
屋
に
「
空
」
を
冠
し
て
妻
の
不
在
を
表
し
、
詩
人
の
孤
独
な
状
況
を
物
語
る
。
先
行
す
る
「
韋
擬
12」
と
の
関
わ
り
を
看
取
し
得
る
の
で
あ
る
。
ま
た
「
韋
擬
12」
は
、
春
の
季
節
を
背
景
と
し
て
、
「
淇
水
長
く
悠
悠
た
り
、
芳
樹
正
に
鬱
た
り
」
と
詠
む
。
果
て
し
な
く
流
れ
る
川
と
、
岸
辺
に
連
な
り
香
し
く
咲
き
乱
れ
る
花
々
を
描
く
。
こ
の
句
を
皮
切
り
に
、
以
下
に
「
古
十
九
」
↓
「
韋
擬
」
↓「
韋
悼
」
の
緊
密
な
関
わ
り
を
、
例
示
し
よ
う
。
こ
の
「
悠
悠
」
は
、
「
古
11」
の
、
春
風
が
「
百
草
」
を
揺
る
が
す
「
長
き
道
」
を
表
す
畳
字
（「
悠
悠
渡
長
道
」
）
を
模
し
て
い
る
。
水
辺
に
連
な
る
「
芳
樹
」
は
、
「
韋
悼
７
」
「
芳
樹
に
対
す
」
に
「
迢
迢
た
り
芳
園
の
樹
、
列
な
り
て
清
池
の
曲
に
映
ず
」
と
澄
ん
だ
池
の
周
囲
に
植
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
景
観
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ
る
。
「
迢
迢
」
は
、
「
古
10」
「
迢
迢
た
り
牽
牛
星
」
と
見
え
、
「
韋
擬
11」
に
も
「
天
の
一
方
」
に
い
る
夫
か
ら
「
琴
」
を
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
詠
い
、
「
迢
迢
と
し
て
万
里
隔
た
る
」
と
そ
の
遠
方
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
隔
絶
感
は
、
「
古
１
」
の
「
相
去
る
こ
と
万
余
里
、
各
々
天
の
一
涯
に
在
り
」
に
基
づ
く
。
煩
を
厭
わ
ず
、
連
鎖
的
に
列
挙
し
た
が
、
「
古
十
九
」
↓「
韋
擬
」
↓「
韋
悼
」
の
緊
密
な
関
わ
り
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
空
間
的
隔
絶
感
は
、
「
千
里
」
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
「
韋
擬
４
」
の
「
綺
樓
」
中
の
女
性
が
、
思
い
人
に
通
じ
る
道
を
「
千
里
道
」
と
詠
ん
だ
以
外
に
、
「
韋
擬
６
」
に
も
見
え
る
。
官
吏
と
し
て
浮
沈
を
分
か
ち
、
疎
遠
に
な
っ
た
友
情
と
い
う
「
古
７
」（
第
一
章
第
二
節
）
に
模
し
た
嘆
き
を
、
満
月
の
秋
の
夜
に
詠
う
。
①
月
滿
秋
夜
長
月
滿
ち
て
秋
夜
長
く
②
驚
烏
號
北
林
驚
烏
北
林
に
号
ぶ
③
天
河
横
未
落
天
河
横
た
は
り
て
未
だ
落
ち
ず
④
斗
柄
當
西
南
斗
柄
西
南
に
当
た
る
―
中
略
―
⑦
商
飆
一
夕
至
商
飆
（
秋
風
）
一
夕
至
り
⑧
獨
宿
懷
重
衾
独
宿
重
衾
を
懐
ふ
⑨
舊
交
日
千
里
旧
交
日
々
に
千
里
⑩
隔
我
浮
與
沈
我
を
浮
と
沈
に
隔
つ
⑪
人
生
豈
草
木
人
生
豈
に
草
木
な
ら
ん
や
⑫
寒
暑
移
此
心
寒
暑
此
の
心
を
移
す
秋
の
夜
長
に
鬱
屈
し
た
思
い
を
抱
え
て
、
眠
れ
ぬ
夜
を
過
ご
す
人
物
の
耳
に
、
突
如
、
北
林
か
ら
響
く
「
驚
烏
」
の
叫
び
。
そ
れ
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
、
視
線
は
天
空
に
移
り
、「
天
河
」「
斗
柄
」
に
よ
っ
て
、
夜
明
け
の
さ
ま
を
描
出
す
る
。
空
間
が
一
気
に
夜
空
に
ま
で
広
が
る
の
は
、
「
韋
擬
６
」
が
、
「
古
７
」
（
「
明
月
皎
夜
光
」
）
の
模
擬
詩
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
た
だ
興
味
深
い
の
は
、
同
じ
く
「
千
里
」
を
用
い
て
い
る
「
韋
悼
17」「
秋
夜
」
の
類
似
性
で
あ
る
。
①
霜
露
已
凄
漫
霜
露
已
に
凄
漫
た
り
②
星
復
昭
回
星
漢
復
た
昭
回
す
③
朔
風
中
夜
起
朔
風
中
夜
に
起
こ
り
④
驚
鴻
千
里
來
驚
鴻
千
里
よ
り
来
る
⑤
蕭
條
涼
葉
下
蕭
條
と
し
て
涼
葉
下
り
韋
應
物
悼
亡
詩
論
（
承
前
）
二
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⑥
寂
寞
砧
哀
寂
寞
と
し
て
清
砧
哀
し
⑦
歳
晏
仰
空
宇
歳
晏
空
宇
を
仰
ぎ
⑧
心
事
若
寒
灰
心
事
寒
灰
の
若
し
大
地
に
広
が
る
「
霜
露
」
の
冷
涼
感
と
光
は
、
天
空
の
「
星
漢
」
と
相
呼
応
し
て
季
節
感
を
表
す
と
と
も
に
、
巨
大
な
空
間
を
現
出
さ
せ
る
。
そ
こ
に
真
夜
中
、
「
朔
風
」
が
吹
き
起
こ
る
と
、
そ
れ
に
乗
っ
て
く
る
か
の
よ
う
に
、
「
千
里
」
の
彼
方
か
ら
「
驚
鴻
」
が
飛
来
す
る
。
こ
の
鳥
は
、「
韋
悼
４
」「
冬
夜
」
に
も
見
え
、
阮
注
に
拠
っ
て
亡
妻
の
比
喩
と
解
し
、「
古
十
九
」
と
の
親
近
性
を
指
摘
し
た
（
第
三
章
）。
こ
こ
で
も
詩
人
は
、
去
っ
て
行
っ
た
妻
の
化
身
が
、
千
里
の
彼
方
か
ら
飛
来
し
た
の
で
は
と
、
願
望
を
込
め
て
詠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、「
韋
擬
６
」
で
は
、「
驚
烏
」
が
登
場
し
、
似
て
非
な
る
鳥
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
②
「
驚
烏
號
北
林
」
の
典
故
と
し
て
、
魏
・
阮
籍
「
詠
懷
詩
」
其
の
一
を
想
起
す
れ
ば
、
「
韋
擬
６
」
と
「
韋
悼
17」
は
、
明
ら
か
に
結
び
つ
く
。「
孤
鴻
外
野
に
号
び
、
朔
鳥 （
）
北
林
に
鳴
く
」
に
よ
っ
て
。
ア
ナ
グ
ラ
ム
の
よ
う
に
改
変
し
な
が
ら
も
、
両
首
と
も
統
一
感
の
あ
る
「
秋
夜
」
の
寂
寥
を
聴
覚
的
視
覚
的
に
訴
え
る
。
最
後
は
と
も
に
、
「
草
木
」
な
ら
ざ
る
人
間
ゆ
え
に
、
揺
れ
動
き
、
時
に
は
、
燃
え
尽
き
冷
え
切
っ
た
灰
の
よ
う
に
も
な
る
「
心
」
に
帰
趨
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
両
者
の
近
似
性
と
、
「
韋
悼
」
の
一
層
の
深
哀
が
看
取
さ
れ
よ
う
。
次
い
で
、
三
、
悲
哀
表
現
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「
古
十
九
」
は
悲
哀
を
基
調
と
し
な
が
ら
も
、
既
述
し
た
如
く
、
中
に
刹
那
的
快
楽
を
詠
う
が
混
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
世
俗
的
歓
楽
の
み
に
終
始
す
る
「
古
４
・
13」
な
ど
は
、
「
韋
擬
」
十
二
首
の
模
擬
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
お
り
、
十
二
首
す
べ
て
に
何
ら
か
の
悲
哀
表
現
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
が
、
悼
亡
詩
と
の
類
似
性
の
最
大
要
因
で
あ
る
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
寒 こ
お蛩 ろ
ぎ
洞
房
に
悲
し
み
、
好
鳥
遺
音
無
し
」（「
韋
擬
６
」）、
「
孤
影
中
自
ら
惻 い
たみ
、
双
涕
の
零 お
つ
る
を
知
ら
ず
」（「
韋
擬
９
」）
な
ど
、「
孤
」
「
獨
」「
悲
」「
涙
」
と
い
う
「
古
十
九
」
に
も
多
用
さ
れ
る
典
型
的
詩
語
や
、
物
象
・
心
象
風
景
は
、
枚
挙
に
遑
な
く
、
逐
一
列
挙
し
な
い
。
孤
独
感
に
通
じ
て
い
く
「
單
」
だ
け
を
挙
げ
る
。
現
行
「
古
十
九
」
に
は
見
え
な
い
詩
語
で
、
「
古
十
九
」
を
介
在
せ
ず
に
「
韋
擬
」「
韋
悼
」
両
者
の
関
わ
り
を
認
め
得
る
か
ら
で
あ
る
。「
春
至
り
て
林
木
変
じ
、
洞
房
夕
べ
に
清
を
含
む
。
単
居
誰
か
能
く
裁
か
ん
、
好
鳥
我
に
対
し
て
鳴
く
」
（
「
韋
擬
９
」
）
と
夫
の
不
在
を
「
單
居
」
で
表
す
。
こ
れ
は
、
悼
亡
詩
で
は
１
「
傷
逝
」
に
お
い
て
、
「
単
居
し
て
時
節
移
り
、
泣
涕
し
て
嬰
孩
を
撫
す
」
と
見
え
る
。
こ
れ
も
詠
み
手
の
性
が
変
換
さ
れ
て
の
詩
語
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
27
「
秋
夜
」
で
「
秋
斎
寢
席
単
な
り
」
と
妻
の
喪
失
を
嘆
く
。
28「
對
雜
花
」
の
「
単
棲
遠
郡
を
守
る
」
は
、
州
・
江
州
・
蘇
州
の
い
ず
れ
か
は
特
定
で
き
な
い
が
、
妻
亡
き
後
、
刺
史
へ
の
単
身
赴
任
を
意
味
し
て
い
る
。
32「
冬
至
夜
～
」
で
も
「
邃
幕
空
宇
に
沈
み
、
孤
燭
牀
の
単
な
る
を
照
ら
す
」
と
韋
應
物
独
特
の
お
ぼ
ろ
な
陰
影
を
描
出
し
、「
孤
」
と
呼
応
し
て
、
孤
独
感
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
強
い
悲
哀
感
の
表
白
は
、
「
恨
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
掲
「
韋
擬
１
」
冒
頭
に
、「
辭
君
遠
行
邁
、
飲
此
長
恨
端
」
と
詠
む
。
第
三
稿
の
南
朝
斉
梁
・
江
淹
と
の
関
わ
り
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
僕
は
本
よ
り
恨
人
な
り
」（「
恨
賦
」）
と
詠
む
江
淹
詩
を
連
想
さ
せ
、
そ
れ
が
基
層
と
し
て
、
波
動
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
「
綺
樓
」
中
の
女
性
の
歌
曲
に
「
但
だ
離
恨
の
情
を
感
ず
る
の
み
」
と
も
詠
む
（「
韋
擬
４
」）。
そ
し
て
、
夫
が
美
人
の
多
い
「
燕
趙
」
に
行
っ
た
ま
ま
で
、
取
り
残
さ
れ
た
妻
の
孤
独
を
詠
う
「
韋
擬
９
」
で
は
、
「
別
時
の
雙
鴛
の
綺
は
、
此
の
千
恨
の
情
文
学
部
紀
要
第
六
十
九
号
二
四
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を
留
む
」
と
「
千
恨
」
を
用
い
て
大
仰
に
嘆
く
。
こ
の
表
現
は
、
悼
亡
詩
で
は
、
前
掲
「
韋
悼
２
」
に
お
い
て
、
公
務
へ
の
道
を
歩
き
な
が
ら
「
恨
を
銜
み
て
已
に
酸
骨
、
何
ぞ
況
ん
や
苦
寒
の
時
を
や
」
と
骨
身
に
ま
で
染
み
入
る
「
恨
情
」
を
吐
露
す
る
。
ま
た
６
「
除
日
」
で
も
「
忽
ち
驚
く
年
の
復
た
新
な
る
を
、
独
り
恨
む
人
の
故
と
成
る
を
」
と
詠
み
、
時
間
の
「
新
」
と
人
間
の
「
故
」
の
対
比
を
前
に
、
慄
然
と
立
ち
す
く
む
詩
人
の
心
情
が
「
獨
恨
」
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
21「
四
禪
精
舎
登
覽
、
悲
舊
、
寄
朝
宗
巨
川
兄
弟
」
に
も
見
え
る （
）。
こ
の
詩
も
精
舎
を
再
訪
し
、
妻
の
兄
弟
に
悲
哀
を
訴
え
て
い
る
。
春
風
に
そ
よ
吹
か
れ
な
が
ら
（
「
春
風
日
已
に
暄 あ
た
た
か
な
り
」
）
、
川
の
ほ
と
り
に
広
が
る
「
百
草
」
や
「
雜
花
」
を
楽
し
み
つ
つ
、
詩
人
は
過
去
の
世
界
に
入
っ
て
行
く
。
⑨
徂
歳
方
緬

徂
歳
方
に
緬
た
る
も
⑩
陳
事
尚
縦
横
陳
事
尚
ほ
縦
横
た
り
⑪
泉
有
佳
氣
温
泉
佳
気
有
り
⑫
馳
道
指
京
城
馳
道
（
天
子
や
貴
人
の
通
る
道
）
京
城
を
指
す
⑬
攜
手
思
故
日
手
を
携
へ
て
故
日
を
思
ひ
⑭
山
河
留
恨
情
山
河
恨
情
を
留
む
⑮
存
者
難
見
存
す
る
者
は
か
に
見
ひ
難
く
⑯
去
者
已
冥
冥
去
る
者
は
已
に
冥
冥
た
り
⑰
臨
風
一
長
慟
風
に
臨
ん
で
一
た
び
長
慟
す
⑱
誰
畏
行
路
驚
誰
か
畏
れ
ん
行
路
に
驚
く
を
こ
の
⑭
「
恨
情
」
は
、
「
山
河
」
ま
で
も
が
そ
れ
を
含
ん
で
い
る
と
、
自
然
を
擬
人
化
し
て
強
烈
な
悲
愴
を
伝
え
て
く
る
。
「
山
河
」
が
「
故
日
」
の
ま
ま
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
擬
人
化
表
現
を
生
み
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
「
故
日
」
と
は
、
具
体
的
に
は
⑪
⑫
で
詠
わ
れ
て
い
る
。
湯
気
立
ち
の
ぼ
り
、
哀
傷
と
は
程
遠
い
温
泉
の
景
観
で
あ
る
。
だ
が
も
は
や
そ
れ
に
違
和
感
を
感
じ
る
必
要
は
な
い
。
そ
れ
は
、
右
千
牛
と
し
て
身
近
に
仕
え
た
玄
宗
の
温
泉
宮
（
驪
山
の
華
清
宮
）
で
あ
り
、
新
婚
時
、
乱
を
避
け
て
妻
と
暮
ら
し
た
土
地
だ
っ
た
の
だ
か
ら
。
こ
こ
に
韋
應
物
悼
亡
詩
の
パ
ト
ス
と
し
て
の
二
つ
の
喪
失
を
再
確
認
で
き
よ
う
。
そ
の
「
恨
情
」
を
山
河
は
黙
っ
て
見
守
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
再
び
風
に
吹
か
れ
る
が
、
こ
の
風
は
、
先
の
暖
か
い
春
風
と
は
異
な
る
。
江
淹
「
悼
室
人
」
の
風
が
、
時
空
を
超
え
て
吹
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
「
曖
然
と
し
て
時
将
に
暮
れ
ん
と
し
、
風
に
臨
ん
で
故
居
に
返
ら
ん
」
と
。
神
女
と
化
し
て
、
黄
金
輝
く
水
辺
や
碧
玉
の
山
間
に
遊
ぶ
（「
奄
映
金
淵
側
、
右
遊
豫
碧
山
隅
」）
亡
き
妻
へ
の
帰
宅
の
呼
び
か
け
で
あ
る
。
十
首
最
後
の
末
句
と
い
う
江
淹
悼
亡
詩
の
掉
尾
を
飾
る
詩
句
を
用
い
て
、
「
恨
情
」
と
呼
応
さ
せ
て
い
る
。
韋
應
物
は
、
そ
の
風
を
ま
と
も
に
受
け
て
、
人
目
も
憚
ら
ず
慟
哭
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
哀
傷
の
調
べ
が
江
淹
詩
と
重
な
り
、
い
わ
ば
二
重
奏
に
な
っ
て
響
く
の
が
聞
こ
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
模
擬
と
い
う
修
辞
が
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
と
い
え
よ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
「
韋
擬
」
と
「
韋
悼
」
の
親
近
性
を
中
心
に
、
そ
の
関
わ
り
を
指
摘
し
た
。
同
一
の
詩
語
や
詩
句
、
類
似
の
表
現
を
看
取
し
得
た
が
、
「
韋
悼
」
の
悲
傷
感
の
方
が
、
よ
り
痛
切
な
の
は
、
宜
無
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
実
と
虚
構
の
相
違
で
も
あ
ろ
う
。
模
擬
詩
に
お
け
る
悲
哀
表
現
は
、
虚
構
に
托
し
て
自
己
の
感
慨
を
表
し
、
間
接
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
だ
が
、
主
人
公
を
女
性
に
措
定
す
る
な
ど
、
「
模
擬
」
と
い
う
隠
れ
蓑
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
士
大
夫
と
韋
應
物
悼
亡
詩
論
（
承
前
）
二
五
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し
て
の
名
分
と
い
う
文
化
の
呪
縛
や
詩
人
自
身
の
矜
持
と
い
う
外
在
的
内
在
的
拘
束
か
ら
解
放
さ
れ
、
韋
自
身
の
真
情
を
よ
り
自
由
に
表
現
し
得
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
真
情
と
は
、
玄
宗
の
「
太
平
の
世
」
が
失
わ
れ
た
深
い
喪
失
感
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
理
解
し
た
妻
の
逝
去
と
い
う
個
人
的
喪
失
感
と
い
う
二
重
の
喪
失
が
、「
韋
擬
」
と
「
韋
悼
」
両
者
の
類
似
性
の
根
幹
に
存
し
た
と
い
え
よ
う
。
第
二
節
で
考
察
し
た
如
く
、
「
韋
擬
」
の
成
立
は
洛
陽
時
代
で
あ
り
、
踏
み
込
ん
で
い
え
ば
、
大
暦
六
～
八
年
の
後
期
と
考
え
ら
れ
る
。
数
年
後
に
死
去
し
た
妻
を
悼
む
詩
は
、
模
擬
詩
創
作
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
自
由
な
詩
興
が
下
支
え
と
し
て
初
め
て
発
露
し
得
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
現
実
的
に
明
示
す
る
の
が
、
同
徳
寺
と
い
う
ト
ポ
ス
で
あ
る
。
「
同
徳
寺
閣
集
眺
」
を
初
め
と
し
て
、
同
寺
に
お
け
る
諸
と
「
韋
擬
」
と
の
関
わ
り
の
深
さ
を
既
述
し
た
が
、
悼
亡
詩
に
お
い
て
も
19「
同
徳
精
舎
舊
居
傷
懷
」
が
詠
ま
れ
、
１
「
傷
逝
」
の
題
下
注
に
は
「
此
後
嘆
逝
哀
傷
十
九
首
、
盡
同
徳
精
舎
舊
居
傷
懷
時
所
作
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
二
十
一
字
は
、
「
十
九
首
は
尽 こと
ご
と
く
同
徳
精
舎
の
旧
居
で
の
作
」
と
読
め
る
。
だ
が
陶
敏
注
の
指
摘
す
る
如
く
、
同
徳
精
舎
で
の
作
は
19
の
み
で
、
そ
の
他
の
作
は
、
大
暦
十
一
年
（
七
七
六
）
九
月
の
妻
の
逝
去
後
か
ら
建
中
初
（
七
八
〇
）
の
上
の
善
福
精
舎
閑
居
時
の
作
で
あ
る
。
こ
れ
を
如
何
に
解
す
べ
き
か
。
孫
望
氏
は
、
各
種
版
本
を
調
査
し
、
元
刊
本
・
汪
本
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
は
自
注
で
は
な
く
、
後
人
の
手
に
よ
る
可
能
性
を
説
く
。
そ
の
上
で
「
尽
」
は
、「「
同
徳
精
舎
舊
居
傷
懷
」
に
尽 つ
く
」
と
訓
む
べ
き
で
、
19が
悼
亡
詩
最
後
に
位
置
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
「
時
所
作
」
は
衍
字
と
す
る
。
今
、
底
本
十
巻
の
題
下
注
す
べ
て
を
元
刊
本
の
題
下
注
と
照
合
調
査
す
る
と
、
ほ
か
の
注
は
す
べ
て
元
刊
本
に
認
め
ら
れ
な
が
ら
、
当
該
注
の
み
見
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
孫
氏
の
説
く
よ
う
に
、
後
人
の
手
に
な
る
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
今
と
な
っ
て
は
、
誰
が
い
つ
挿
入
し
た
の
か
確
定
し
得
な
い
が
、
後
人
は
、
な
ぜ
か
よ
う
な
疑
義
を
招
く
注
を
付
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
拙
論
の
如
上
の
考
察
を
踏
ま
え
れ
ば
、
お
そ
ら
く
後
人
も
、
韋
應
物
が
初
め
て
赴
任
し
た
洛
陽
と
い
う
地
、
そ
の
象
徴
と
し
て
の
同
徳
寺
へ
の
彼
の
特
別
な
思
い
入
れ
を
感
受
し
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
こ
に
は
、
妻
元
蘋
と
と
も
に
歩
ん
だ
安
史
の
乱
後
の
時
間
が
凝
縮
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
19「
同
徳
精
舎
舊
居
傷
懷
」
を
つ
ぎ
に
掲
げ
る
。
①
洛
京
十
載
別
洛
京
十
載
の
別
れ
②
東
林
訪
舊

東
林
旧
扉
を
訪
ふ
③
山
河
不
可
望
山
河
望
む
可
か
ら
ず
④
存
歿
意
多

存
没
意
違
ふ
こ
と
多
し
⑤
時
跡
尚
在
時
遷
る
も
跡
尚
ほ
在
り
⑥
同
去
獨
來
歸
同
に
去
り
て
独
り
来
り
帰
る
⑦
	見
窓
中
鴿
還
た
見
る
窓
中
の
鴿 は
と
⑧
日
暮
遶
庭
飛
日
暮
れ
て
庭
を
遶
り
て
飛
ぶ
陶
敏
注
に
拠
れ
ば
、
建
中
三
年
（
七
八
三
）、
韋
が

州
刺
史
に
赴
任
す
る
途
次
、
洛
陽
を
経
由
し
た
時
の
作
と
い
う
。
大
暦
八
年
（
七
七
三
）
、
同
徳
寺
で
療
養
後
、
長
安
に
帰
っ
た
の
で
、
丁
度
十
年
ぶ
り
の
旧
居
再
訪
で
あ
っ
た
。
第
二
聯
で
は
、
洛
陽
の
詩
で
必
ず
詠
ま
れ
た
嵩
山
・
洛
水
な
ど
名
山
大
河
を
眺
め
る
こ
と
は
辛
く
て
で
き
な
い
と
切
な
く
詠
む
。
変
わ
ら
ぬ
自
然
に
対
し
て
、
人
の
世
は
、
生
と
死
、
世
界
を
異
に
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
。
こ
の
自
然
と
人
間
と
の
対
比
は
、
文
学
部
紀
要
第
六
十
九
号
二
六
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そ
の
ま
ま
第
三
聯
で
反
復
さ
れ
る
と
と
も
に
、
時
間
の
推
移
が
強
調
さ
れ
、
過
去
と
現
在
の
致
命
的
な
相
違
が
、
「
同
去
獨
來
歸
」
と
簡
潔
に
詠
わ
れ
る
。
だ
が
そ
の
詩
句
か
ら
、
長
安
と
洛
陽
を
結
ぶ
一
本
の
道
が
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
り
、
十
年
前
、
洛
陽
を
去
る
二
人
の
後
ろ
姿
と
今
、
た
だ
一
人
洛
陽
に
向
か
っ
て
く
る
詩
人
の
姿
が
見
え
て
く
る
。
す
な
わ
ち
空
間
的
「
去
来
」
と
、
今
昔
の
時
間
的
往
還
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
韋
應
物
悼
亡
詩
の
特
質
で
あ
る
空
間
移
動
を
伴
う
今
昔
の
往
還
が
、
こ
こ
に
明
確
に
認
め
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
を
最
も
象
徴
的
に
物
語
れ
る
ト
ポ
ス
は
、
同
徳
寺
を
お
い
て
ほ
か
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
寺
は
、
「
擬
古
詩
」
か
ら
「
悼
亡
詩
」
へ
と
い
う
両
者
の
接
点
を
明
示
す
る
と
い
え
よ
う
。
暮
色
に
染
ま
る
高
樹
に
囲
ま
れ
た
広
い
庭
を
、
何
か
を
探
し
求
め
る
よ
う
に
し
て
飛
び
め
ぐ
る
白
い
鴿
は
、
妻
の
魂
の
化
身
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か （
）。
お
わ
り
に
「
韋
悼
」
と
「
古
十
九
」
と
の
関
わ
り （
）に
つ
い
て
、
韋
應
物
詩
の
模
擬
性
を
観
点
と
し
て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
古
十
九
」
の
淵
源
と
さ
れ
る
『
詩
經
』
を
原
拠
と
す
る
詩
語
が
「
古
十
九
」
を
媒
介
さ
せ
る
こ
と
で
意
味
を
変
換
さ
せ
（
第
一
章
）、
ま
た
「
古
十
九
」
を
原
拠
と
す
る
詩
句
や
表
現
が
潘
岳
哀
傷
作
品
の
波
動
を
受
容
し
て
踏
襲
さ
れ
る
と
い
う
重
層
性
、
「
古
十
九
」
と
関
連
の
深
い
「
長
門
賦
」
や
「
陸
擬
」
の
詩
句
を
も
襲
用
す
る
と
い
う
複
合
性
（
第
二
章
）
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
模
擬
性
の
特
質
は
、「
韋
悼
」
の
質
量
と
も
に
突
出
し
た
出
現
の
遠
因
と
み
な
せ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、
胡
旭
『
悼
亡
詩
史
』「
韋
應
物
斯
人
既
已
矣
」
が
、「
韋
悼
」
の
「
微
瑕
」
と
し
て
前
人
の
作
を
踏
襲
し
す
ぎ
る
と
批
判
す
る （
）よ
う
に
、
五
言
と
い
う
限
定
さ
れ
た
詩
句
の
中
で
は
、
韋
應
物
の
独
自
性
の
希
薄
さ
に
繋
が
る
恐
れ
も
あ
ろ
う
。
正
に
「
古
人
の
陳
言
を
取
り
、
一
一
に
し
て
之
を
倣
し
、
是
れ
を
以
て
詩
と
為
す
は
、
可
な
ら
ん
や （
）」
で
あ
る
。
だ
が
一
見
、
「
古
十
九
」
や
そ
の
ほ
か
の
諸
作
の
単
な
る
踏
襲
の
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
精
査
す
れ
ば
、
諸
作
の
光
彩
が
相
互
に
映
発
し
増
幅
し
て
、
彼
独
自
の
息
吹
を
見
出
し
得
た
。
さ
ら
に
詠
む
主
体
の
性
差
を
変
換
す
る
こ
と
や
、
潘
岳
詩
を
反
転
し
た
試
み
、
「
古
２
」
の
畳
字
の
忌
避
と
今
	の
背
景
の
昔
	へ
の
転
換
（
第
三
章
）
な
ど
、「
韋
悼
」
に
お
け
る
「
古
十
九
」
の
襲
用
か
ら
は
、
反
転
性
と
い
う
べ
き
特
質
も
認
め
ら
れ
た
。
模
擬
と
い
う
営
為
を
十
全
に
駆
使
し
な
が
ら
、
新
た
な
る
創
造
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
実
現
し
得
た
の
は
、
玄
宗
の
「
太
平
の
世
」
を
謳
歌
し
た
青
春
と
安
史
の
乱
後
の
苦
難
を
共
有
し
た
妻
、
二
つ
の
喪
失
へ
の
哀
惜
で
あ
っ
た
。
第
四
章
で
は
、
そ
れ
を
明
確
に
把
握
し
得
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
韋
擬
」
成
立
は
洛
陽
後
期
で
あ
り
、
三
十
代
の
彼
が
「
太
平
の
世
」
復
興
の
使
命
感
に
駆
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
深
刻
さ
に
苦
悩
す
る
姿
が
浮
上
す
る
。
「
古
十
九
」
を
模
擬
し
て
女
性
の
独
白
を
借
り
、
隠
さ
れ
た
主
題
と
し
て
、
「
太
平
の
世
」
の
喪
失
を
詠
む
。
そ
の
詩
興
が
下
支
え
と
な
り
、
内
的
外
的
拘
束
か
ら
解
き
放
た
れ
て
、
質
量
と
も
に
豊
か
な
悼
亡
詩
に
結
実
し
た
の
で
あ
る
。
韋
應
物
の
悼
亡
詩
に
お
け
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
今
昔
の
往
還
は
、
失
わ
れ
た
時
空
へ
の
旅
で
あ
り
、
そ
の
旅
の
よ
す
が
と
な
る
の
が
、
従
前
の
悼
亡
詩
の
波
動
を
も
生
み
出
し
た
母
胎
と
い
う
べ
き
「
古
十
九
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
模
擬
（「
韋
擬
」）
も
含
め
て
、
「
古
十
九
」
の
世
界
と
の
自
由
な
往
還
が
、
過
去
と
現
在
の
間
隙
を
埋
め
る
連
続
性
を
暗
示
し
、
彼
の
今
昔
の
往
還
を
可
能
に
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
従
前
の
悼
亡
詩
に
は
無
い
韋
應
物
独
自
の
詩
境
が
構
築
さ
れ
、
長
韋
應
物
悼
亡
詩
論
（
承
前
）
二
七
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期
間
に
亘
る
詩
作
が
綿
々
と
編
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
先
行
諸
作
を
過
去
の
時
間
か
ら
よ
み
が
え
ら
せ
、
い
わ
ば
弦
楽
五
重
奏
の
よ
う
に
し
て
、
韋
應
物
の
「
悲
愴
」
を
響
か
せ
た
の
で
あ
る
。
拙
論
に
お
け
る
「
韋
擬
」
分
析
に
よ
っ
て
、
「
韋
悼
」
が
、
韋
應
物
詩
全
体
の
中
で
い
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
の
一
端
を
考
察
し
た
が
、
未
だ
不
十
分
で
あ
る
。
韋
應
物
は
、
唐
代
を
代
表
す
る
自
然
詩
人
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
。
悼
亡
詩
三
十
三
首
が
、
彼
の
自
然
詩
の
中
で
、
い
か
な
る
意
味
を
有
す
る
か
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
（
1）
底
本
は
、
四
部
叢
刊
所
収
『
韋
江
州
集
』
。
但
し
、
俗
字
は
正
字
に
代
え
た
。
対
校
本
と
し
て
、
元
刻
本
影
印
『
須
溪
先
生
校
本
韋
蘇
州
集
』
（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
十
月
、「
元
刻
本
」
と
称
す
）。
ま
た
適
宜
、
以
下
の
三
校
注
本
を
参
照
。
陶
敏
・
王
友
勝
校
注
『
韋
應
物
集
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
九
月
、「
陶
注
本
」
と
称
す
）、
孫
望
編
著
『
韋
應
物
詩
集
繋
年
校
箋
』（
中
華
書
局
二
〇
〇
二
年
三
月
）、
阮
廷
瑜
校
注
『
韋
蘇
州
詩
校
注
』（
華
泰
文
化
事
業
股
有
限
公
司
、
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
、
「
阮
注
本
」
と
称
す
）
。
併
せ
て
宋
・
劉
須
溪
先
生
校
本
『
韋
蘇
州
集
』
（
和
刻
本
漢
詩
集
成
第
八
輯
所
収
）、
官
板
『
韋
蘇
州
集
』（
文
政
三
年
刊
）、
近
藤
元
粹
評
訂
『
韋
蘇
州
集
』（
嵩
山
堂
蔵
版
、
明
治
三
十
三
年
五
月
）
を
も
参
照
。
（
2）
第
一
稿
は
、
「
韋
應
物
悼
亡
詩
論
序
説
十
九
首
へ
の
懐
疑
」
（
『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
第
三
十
号
、
二
〇
一
一
年
四
月
）
。
従
来
、
韋
應
物
の
悼
亡
詩
は
十
九
首
構
成
で
連
作
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
疑
義
を
呈
し
、
新
た
に
悼
亡
詩
と
し
て
、
十
一
を
提
示
し
た
（
計
三
十
首
）
。
さ
ら
に
第
三
稿
で
一
を
追
加
し
、
拙
論
の
「
韋
詩
」
対
象
作
は
、
以
下
の
三
十
一
に
な
る
（
算
用
数
字
は
、
通
し
番
号
）。
１
「
傷
」
五
古
十
二
韻
、
２
「
往
富
平
傷
懷
」
五
古
十
韻
、
３
「
出
還
」
五
古
六
韻
、
４
「
冬
夜
」
五
古
八
韻
、
５
「
終
」
五
古
十
二
韻
、
６
「
除
日
」
五
古
四
韻
、
７
「
對
芳
樹
」
五
古
四
韻
、
８
「
月
夜
」
五
古
三
韻
、
９
「
楊
花
」
五
古
四
韻
、
10
「
昭
國
里
故
第
」
五
古
十
二
韻
、
11「
夏
日
」
五
古
四
韻
、
12「
端
居
感
懷
」
五
古
九
韻
、
13「
悲
扇
」
五
古
三
韻
、
14「
閒
齋
對
雨
」
五
古
四
韻
、
15「
林
園
晩
霽
」
五
古
五
韻
、
16・
17「
秋
夜
」
二
首
五
律
、
18「
感
夢
」
五
古
四
韻
、
19「
同
徳
精
舎
舊
居
傷
懷
」
五
古
四
韻
（
以
上
、
巻
六
「
感
」
所
収
連
作
）
、
20「
扶
風
精
舎
舊
居
簡
朝
宗
巨
川
兄
弟
」
五
古
七
韻
、
21「
四
禪
精
舎
登
覧
悲
舊
寄
朝
宗
巨
川
兄
弟
」
五
古
九
韻
、
22「
寺
居
獨
夜
寄
崔
主
簿
」
五
古
四
韻
（
以
上
、
巻
二
「
寄
贈
上
」
）
、
23
「
雨
夜
感
懷
」
五
古
四
韻
、
24「
發
蒲
塘
驛
沿
路
見
泉
谷
村
墅
忽
想
京
師
舊
居
追
懷
昔
年
」
五
古
八
韻
（
以
上
、
巻
六
「
懷
思
」
）
、
25「
經
武
功
舊
宅
」
五
古
七
韻
（
巻
六
「
行
旅
」
）
、
26「
郡
齋
臥
疾
絶
句
」
五
絶
、
27「
秋
夜
」
五
古
四
韻
、
28「
對
雜
花
」
五
古
四
韻
、
29「
夜
聞
獨
鳥
啼
」
五
絶
、
30「
子
規
啼
」
七
絶
、
31「
昭
國
里
第
聴
元
老
師
彈
琴
」
七
古
二
韻
（
以
上
、
巻
八
「
雜
興
」）。
な
お
拙
論
其
の
一
、
第
一
章
第
一
節
に
お
い
て
、
新
た
に
32「
冬
至
夜
寄
京
師
諸
弟
兼
懷
崔
都
水
」（
巻
三
、
五
古
八
韻
）
を
悼
亡
詩
に
付
加
し
た
。
第
二
稿
は
、
「
韋
應
物
悼
亡
詩
論
潘
岳
の
哀
傷
作
品
と
の
関
わ
り
」
（
『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
六
五
号
、
二
〇
一
二
年
十
月
）。
潘
岳
の
悼
亡
詩
と
比
較
し
、
さ
ら
に
潘
岳
の
「
悼
亡
賦
」「
哀
永
逝
文
」「
寡
婦
賦
」
と
い
う
他
ジ
ャ
ン
ル
の
哀
傷
作
品
と
の
関
わ
り
を
分
析
し
た
。
韋
應
物
は
、
悼
亡
詩
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
拘
る
こ
と
な
く
、
詩
語
・
発
想
・
構
成
・
句
中
の
構
造
を
模
擬
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
模
擬
性
ゆ
え
に
、
韋
應
物
は
詩
境
を
広
め
得
た
。
第
三
稿
は
、
「
韋
應
物
悼
亡
詩
論
江
淹
詩
と
の
関
わ
り
」
（
『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
六
六
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
。
従
前
六
の
悼
亡
詩
の
中
で
、
独
自
の
詩
想
を
紡
い
だ
南
朝
宋
斉
梁
・
江
淹
（
四
四
四
～
五
〇
五
）
の
悼
亡
詩
「
悼
室
人
」
と
の
比
較
を
中
心
に
考
察
し
た
。
ま
た
江
淹
の
代
表
作
「
雑
體
三
十
首
」
に
は
、
「
潘
詩
」
を
模
し
た
「
潘
黄
門
述
哀
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。「
韋
詩
」
は
、「
述
哀
」
と
い
う
「
潘
詩
」
の
模
擬
詩
を
媒
介
に
し
て
、「
江
詩
」
を
本
質
的
に
受
容
し
、「
韋
詩
」
に
少
な
く
な
い
影
響
を
与
え
た
と
指
摘
し
た
。
（
3）
拙
論
中
の
「
古
詩
十
九
首
」
は
、
古
	書
院
刊
本
を
底
本
と
し
、
荼
陵
陳
氏
刊
本
、
四
部
叢
刊
影
宋
本
を
対
校
本
と
し
た
六
臣

『
文
選
』
巻
二
九
所
収
の
作
で
あ
る
。
ま
た
陳
・
徐
陵
『
玉
臺
新
詠
』（
清
・
呉
兆
宜
『
玉
臺
新
詠
箋
注
』
四
部
備
要
所
収
）
文
学
部
紀
要
第
六
十
九
号
二
八
注
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巻
一
所
収
、「
古
詩
八
首
」
お
よ
び
「
雜
詩
九
首
」（
枚
乗
作
と
さ
れ
る
）
も
参
照
。
（
4）
「
韋
應
物
詩
論
雨
の
時
空
」
（
『
日
本
文
學
誌
要
』
第
六
六
号
、
二
〇
〇
二
年
七
月
）
六
頁
。
（
5）
各
注
釈
書
と
は
、
馬
茂
元
『
古
詩
十
九
首
探
索
』
（
作
家
出
版
社
、
一
九
五
七
年
六
月
、
陝
西
人
民
出
版
社
か
ら
一
九
八
一
年
に
出
版
さ
れ
た
修
訂
本
は
未
見
）
、
隋
樹
森
『
古
詩
十
九
首
集
釋
』（
中
華
書
局
、
一
九
五
八
年
二
月
、
清
・
張
庚
『
古
詩
十
九
首
解
』
な
ど
を
収
録
）
、
近
代
の
朱
自
成
『
古
詩
十
九
首
手
稿
』
（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
六
月
）。
清
・
陳
沆
『
詩
比
興
箋
』（
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
一
月
）
は
、
「
枚
乗
古
詩
九
首
」（
巻
一
）「
韋
應
物
擬
古
詩
十
二
首
」（
巻
三
）
の
箋
注
を
収
め
る
。
現
代
の
曹
旭
『
古
詩
十
九
首
与
楽
府
詩
選
評
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
）
な
ど
。
な
お
「
古
詩
十
九
首
」
の
研
究
史
と
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
注
釈
書
紹
介
も
含
め
て
、
李
祥
偉
『
走
向
経
典
之
路
古
詩
十
九
首
闡
釈
史
研
究
』
（
曁
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
）
緒
論
が
詳
し
い
。
（
６
）「
盈
盈
」
は
「
盈
盈
一
水
閒
」、「

」
は
「

河
漢
女
」（
以
上
、
と
も
に
「
古
10」）、「
明
月
何

」（「
古
19」）、「
纎
纎
」
は
、「
纎
纎
素
手
」（「
古
詩
10」）
に
見
え
る
。
（
7）
柳
川
順
子
『
漢
代
五
言
詩
歌
史
の
研
究
』
（
創
文
社
、
二
〇
一
三
年
二
月
）
第
五
章
「
古
詩
と
古
楽
府
と
の
関
係
」
で
は
、「
飲
馬
長
城
窟
行
」
が
複
数
の
「
古
詩
十
九
首
」
と
辞
句
や
テ
ー
マ
を
同
じ
く
す
る
の
に
対
し
て
、「
古
詩
十
九
首
」
自
体
は
、「
相
互
に
影
響
関
係
を
持
っ
て
い
な
い
」
の
で
、
「
古
詩
十
九
首
」
の
ほ
う
が
先
に
成
立
し
た
と
す
る
（
三
五
三
頁
）
。
さ
す
れ
ば
「
飲
馬
…
…
」
の
作
者
も
、
①
「
靑
靑
」
の
詩
句
に
興
的
機
能
を
看
取
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
（
8）
清
・
黄
汝
成
集
釋
『
日
知
録
集
釋
』
巻
二
十
一
「
詩
用
畳
字
」。
（
9）
吉
川
幸
次
郎
「
推
移
の
悲
哀
古
詩
十
九
首
の
主
題
」
『
中
國
文
學
報
』
第
十
四
冊
、
一
九
六
一
年
四
月
、
二
九
四
頁
。
（
10）
「
古
詩
十
九
首
」
と
重
な
ら
な
い
「
韋
悼
」
の
畳
字
は
、
以
下
の
通
り
。
「
煕
煕
」
２
、「
悽
悽
」
３
、「
寂
寂
」
３
、「
皚
皚
」
４
、「
蒼
蒼
」
５
、「
遑
遑
」
５
、「
朝
朝
」
６
、「
冥
冥
」
10・
21、「
沈
沈
」
12・
23、「
婉
婉
」
12、「
耿
耿
」
15・
23、「

」
20、「
紛
紛
」
22、「
	
	」
25
韋
應
物
が
「
古
十
九
」
の
畳
字
を
意
識
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
以
外
の
畳
字
を
模
索
し
た
形
跡
が
伺
え
る
。
（
11）
韋
應
物
の
代
表
作
「
幽
居
」
な
ど
、
詩
題
も
含
め
て
、
「
幽
」
の
字
は
、
一
一
二
例
に
及
ぶ
（
『
全
唐
詩
索
引
』
韋
應
物
巻
に
拠
る
）
。
ま
た
韋
應
物
詩
に
対
す
る
評
語
も
「
幽
深
閑
遠
之
語
難
造
」
（
元
・
倪

『
清
閣
全
集
』
巻
十
）
、
「
意
趣
幽
玄
」
（
明
・
許
學
夷
『
詩
源
辨
體
』
巻
二
十
三
）、「
氣
太
幽
」（
清
・
牟
願
相
『
小
草
堂
雜
論
詩
』）
な
ど
、「
幽
」
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
（
12）
韋
は
悼
亡
詩
以
外
で
は
「
靑
靑
」
を
八
例
、
「
鬱
鬱
」
を
四
例
用
い
て
い
る
。
す
べ
て
が
、
「
古
２
」
に
基
づ
く
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
唯
見
草
靑
靑
、
閉
門
水
曲
」
（
巻
二
）、「
把
酒
看
花
想
諸
弟
、
杜
陵
寒
色
草
靑
靑
」（
巻
三
）「
靑
靑
連
枝
樹
、
苒
苒
久
別
離
」（
巻
四
）、「
借
問
堤
上
柳
、
靑
靑
爲
誰
春
」（
巻
六
）
な
ど
は
、
明
ら
か
に
「
靑
靑
河
畔
草
」
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
ま
た
「
鬱
鬱
楊
柳
枝
、
蕭
蕭
征
馬
悲
」
（
巻
四
）
、
「
夾
河
樹
鬱
鬱
、
華
館
千
里
」（
巻
五
）
も
「
鬱
鬱
園
中
柳
」
を
想
起
さ
せ
る
。
さ
ら
に
「
鬱
鬱
兩
相
遇
、
出
門
草
靑
靑
（
鬱
鬱
と
し
て
両
つ
な
が
ら
相
遇
ひ
、
門
を
出
で
て
草
青
青
）」（
巻
四
「
餞
雍
聿
之
州
謁
李
中
丞
」
第
一
聯
）
は
、
黄
河
を
渡
っ
て
州
（
山
西
省
）
に
赴
く
友
に
餞 はな
む
け
す
る
送
別
詩
で
、
「
鬱
鬱
」
「
草
青
青
」
が
と
も
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
補
っ
て
お
き
た
い
。
当
該
作
は
、
大
暦
七
年
春
、
洛
陽
の
作
と
さ
れ
、
「
韋
擬
３
」
と
同
一
の
「
百
金
輕
」
が
認
め
ら
れ
、
後
述
「
擬
古
詩
十
二
首
」
の
成
立
年
代
（
第
二
章
第
二
節
）
を
洛
陽
時
代
後
期
と
証
す
る
詩
の
一
つ
で
あ
る
。
（
13）
『
中
國
中
世
文
學
研
究
』
第
二
十
号
、
平
成
三
年
二
月
。
一
七
七
頁
。
（
14）
胡
旭
『
悼
亡
詩
史
』
（
東
方
出
版
中
心
、
二
〇
一
〇
年
四
月
）
第
二
章
第
二
節
、
中
原
健
二
「
詩
人
と
妻
中
唐
士
大
夫
意
識
の
一
断
面
」（『
中
國
文
學
報
』
四
七
、
一
九
九
三
年
十
月
）
な
ど
。
（
15）
吉
川
前
掲
論
文
注（
９
）は
、
蘇
武
の
「
古
詩
四
首
」
其
の
一
以
下
、
八
首
の
用
例
を
提
示
（
二
九
二
頁
）。
（
16）
『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
十
五
集
、
一
九
九
六
年
十
月
、
八
・
九
頁
。
（
17）
前
掲
注（
５
）、
七
頁
。
（
18）
前
掲
注
（
２
）
第
一
章
第
二
節
七
頁
。
「
驚
鴻
」
は
、
「
韋
悼
17」
「
秋
夜
」
其
の
二
に
も
見
え
、
後
述
（
第
四
章
第
三
節
）
の
如
く
、
魏
・
阮
籍
「
詠
懷
詩
」
其
の
一
「
孤
鴻
號
外
野
、
翔
（
李
善
は
、「
朔
」
に
作
る
）
鳥
鳴
北
林
。
徘
徊
將
何
見
、
憂
思
獨
傷
心
」
と
の
関
わ
り
も
深
い
。
韋
應
物
悼
亡
詩
論
（
承
前
）
二
九
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前
掲
注（
２
）第
二
章
第
三
節
三
十
三
頁
。
（
20）
六
朝
宋
・
鮑
照
「
代
白
頭
吟
」
の
「
直
な
る
こ
と
朱
絲
の
縄
の
ご
と
く
、
清
き
こ
と
玉
壺
の
冰
の
如
し
」
に
基
づ
く
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
唐
・
王
昌
齢
の
「
一
片
の
冰
心
玉
壺
に
在
り
」
（
「
芙
蓉
楼
に
て
辛
漸
を
送
る
」
）
も
想
起
さ
れ
よ
う
。
な
お
鮑
照
の
上
の
句
は
、
後
掲
「
韋
擬
11」
第
七
句
の
典
故
。
ま
た
「
韋
擬
１
」
「
韋
擬
11」
以
外
に
も
、「
韋
擬
７
」
に
は
、「
草
木
は
知
る
賤
微
な
る
も
、
貴
ぶ
所
は
寒
に
も
易
ら
ざ
る
こ
と
を
」（
第
六
聯
）
に
不
易
の
志
を
看
取
し
得
る
。
（
21）
詩
作
の
成
立
年
代
は
、
基
本
的
に
陶
注
本
（
前
掲
注（
１
）参
照
）
に
拠
る
。
異
論
の
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
を
記
す
。
（
22）
韋
應
物
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
傅
琮
「
韋
應
物
詩
繋
年
考
証
」（『
唐
代
詩
人
叢
考
』
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
一
月
）、
陶
注
本
付
録
六
「
簡
譜
」
参
照
。
（
23）
『
古
詩
十
九
首
賞
析
』（
隋
樹
森
『
古
詩
十
九
首
集
釈
』
前
掲
注（
５
）参
照
）
所
収
。
（
24）
『
唐
會
要
』
巻
六
十
八
「
河
南
尹
」
に
「
光
宅
元
年
（
六
八
四
）
九
月
五
日
、
洛
陽
州
を
改
め
て
神
州
都
と
為
す
」
と
あ
る
。
（
25）
前
掲
注（
13）参
照
。
（
26）
『
文
学
遺
産
』
一
九
八
四
年
、
第
四
期
。
（
27）
韋
應
物
は
「
清
」
を
好
ん
で
用
い
、
特
に
「
清
川
」
「
清
流
」
な
ど
河
川
と
結
び
つ
い
て
時
の
流
れ
の
暗
喩
を
意
味
す
る
。
論
者
は
か
つ
て
、
韋
應
物
の
「
清
」
へ
の
志
向
は
、
流
れ
ゆ
く
時
へ
の
哀
惜
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
「
韋
應
物
詩
論
雨
の
時
空
」
）
前
掲
注
（
４
）
参
照
。
当
該
詩
に
お
い
て
、
「
北
」
か
ら
「
清
洛
」
へ
の
流
れ
は
、
時
間
軸
の
上
に
生
き
ざ
る
を
得
な
い
人
生
と
い
う
意
味
で
、
繋
が
っ
て
い
る
。
（
28）
第
一
・
二
聯
は
、
下
平
十
八
尤
韻
、
第
三
・
四
聯
は
、
入
声
二
十
五
徳
韻
、
第
五
聯
以
降
は
、
入
声
五
質
韻
。
第
四
句
末
「
」
は
、
『
宋
本
廣
韻
』
で
は
下
平
二
十
幽
韻
と
す
る
。
余
廼
永
校
注
『
新
校
互
宋
本
廣
韻
』
校
勘
記
巻
二
で
は
、
「
驚
走
の
貌
」
と
訓
じ
、「
香
幽
切
」
と
す
る
。
た
だ
『
切
韻
』
擬
音
対
照
表
で
は
、「
流
摂
」
に
「
尤
」
「
幽
」
が
属
し
て
い
る
の
で
、
通
韻
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。
（
29）
漢
の
金 き
ん日 に
ち

て
いと
張
湯
。
金
の
官
は
、
侍
中
・
馬
都
尉
・
光
禄
大
夫
な
ど
。
張
の
官
は
、
御
史
大
夫
・
丞
相
な
ど
で
、
二
人
は
と
も
に
漢
代
高
官
の
象
徴
。
西
晋
・
左
思
「
詠
史
詩
八
首
」
其
の
二
（『
文
選
』
巻
二
十
一
）
で
、「
金
張
籍
舊
業
、
七
葉
珥
漢
貂
」
と
並
称
さ
れ
て
い
る
。
（
30）
後
掲
「
餞
雍
聿
之
州
謁
李
中
丞
」（
巻
四
）
中
の
「
百
金
」
の
阮
注
は
、『
史
記
』
巻
一
〇
二
馮
唐
列
伝
「
百
金
之
士
十
萬
」
集
解
曰
、「
良
士
直
百
金
也
」
を
引
く
。
（
31）
②
「
遐
瞰
」
は
、
「
韋
擬
８
」
と
「
登
高
～
」
の
二
例
の
み
。
⑩
「
丹
霞
」
は
、
「
韋
擬
４
」
「
登
高
～
」
と
、
後
出
「
同
徳
寺
閣
集
眺
」
の
三
例
。
同
徳
寺
は
、
洛
陽
郊
外
に
あ
る
。
（
32）
韋
應
物
は
、
洛
陽
丞
の
辞
職
後
、
郊
外
に
閑
居
し
、
そ
の
後
、
長
安
に
帰
郷
し
た
。
揚
州
へ
の
旅
は
、
長
安
か
ら
出
発
し
た
。
「
洛
陽
前
期
」
に
は
そ
の
実
、
長
安
も
含
ま
れ
る
。
（
33）
「
韋
擬
」
中
の
詩
語
と
同
一
の
詩
語
を
用
い
て
い
る
	に
属
す
主
な
詩

は
、
以
下
の
通
り
。「
韋
擬
１
」
「不
遑
息
」
―
「
趨
府
不
遑
安
」（「
趨
府
候
暁
呈
兩
縣
僚
友
」
巻
二
）
・
「
嚴
冬
霜
」
―
「
晨
登
嚴
霜
野
」
（
「
閻
寀
赴
東
川
辟
」
巻
四
）
、
「
韋
擬
３
」

「
垂
楊
」
―
「
垂
楊
拂
白
馬
」
（
「
貴
游
行
」
巻
九
）
・
「
久
要
」
―
「
何
因
知
久
要
」
（
「
贈
李
」
巻
二
）
、
「
韋
擬
４
」
「
氛
」
―
「
千
歳
心
氛
」
（
「
任
洛
陽
丞
請
告
一
首
」
巻
八
）
、
「
韋
擬
４
・
６
・
７
」
「
千
里
」
―
「
子
有
千
里
行
」
（
「
令
狐
岫
宰
恩
陽
」
巻
四
）、「
韋
擬
５
」
「緘
」
―
「
緘
寄
舊
」（「
答
李
澣
」
巻
五
）、「
韋
擬
６
」

「
草
木
」
―
「
和
風
被
草
木
」（「
令
狐
岫
～
」）、「
韋
擬
９
」
「燕
趙
」
―
「
英
豪
燕
趙
風
」
（
「
崔
押
衙
赴
相
州
」
巻
四
）
・
「
反
側
」
―
「
反
側
候
天
旦
」
（
「
夏
夜
憶
盧
嵩
」
巻
六
）
・
「
空
前
庭
」
―
「
庭
前
空
倚
杖
」
（
「
期
盧
嵩
枉
書
稱
日
暮
無
馬
不
赴
以
詩
答
」
巻
五
）・「
雙
涕
」
―
「
一
望
雙
涕
流
」（
「
酬
戸
曹
驪
山
感
懷
」）、「
韋
擬
11」
「天
一
方
」
―
「
子
天
一
端
」
（
「
閻
寀
～
」
）
・
「
萬
里
」
―
「
日
照
萬
里
晴
」
（
「
贈
盧
嵩
」
巻
二
）
・
「
龍
鳳
」
―
「
誤
觸
龍
鳳
嘯
」
（
「
贈
李
」
）
・
「
漆
以
固
」
―
「
絲
白
漆
亦
堅
」
（
同
上
）。
（
34）
「
韋
擬
」
中
の
詩
語
と
同
一
の
詩
語
を
用
い
て
い
る
（
２
）
に
属
す
主
な
詩

は
、
以
下
の
通
り
。「
韋
擬
１
」

「
流
水
」
―
「
流
水
十
年
間
」（「
淮
上
喜
會
梁
川
故
人
」
巻
一
）・
「
朔
風
」
―
「
一
雁
初
晴
下
朔
風
」（「
自
鞏
洛
舟
行
入
黄
河
事
寄
府
縣
僚
友
」
巻
二
）・
「
容
髪
」
―
「
宿
昔
容
髪
改
」
（
「
淮
上
事
寄
廣
陵
親
故
」
巻
二
）
、
「
韋
擬
２
」
「
久
別
離
」
―
「
苒
苒
久
別
離
」
（
「
喜
於
廣
陵
拜
覲
家
兄
奉
發
池
州
」
巻
四
）
、
「
韋
擬
３
」
「京
國
」
―
「
所
念
京
國
遠
」（「
廣
陵
孟
九
雲
」
巻
五
）、「
韋
擬
３
・
12」

「
白
日
」
―
「
白
日
下
廣
津
」
（
「
大
梁
亭
會
李
四
栖
梧
作
」
巻
一
）
、
「
韋
擬
３
・
９
」
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「
平
生
」
―
「
豈
要
平
生
親
」（「
大
梁
亭
會
～
」）。
（
35）
当
該
作
は
、「
日
暮
れ
て
洛
京
を
懷
は
ん
」（
第
六
句
）
と
雍
聿
の
旅
路
で
の
思
い
を
想
像
し
、
洛
陽
が
出
発
地
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。
雍
聿
に
つ
い
て
は
、
傅
琮
「
韋
應
物
繋
年
考
証
」
が
、
「
雍
聿
之
」
は
、
「
雍
裕
之
」
で
、
「
蜀
の
人
、
詩
名
有
り
。
貞
元
後
、
数
々
進
士
に
挙
す
る
も
第
せ
ず
、
四
方
に
飄
零
す
」（『
唐
才
子
傳
』
巻
五
）
な
ど
引
用
参
照
。
「
李
中
丞
」
と
は
、
陶
注
に
拠
れ
ば
、
李
抱
真
で
、
御
史
中
丞
を
任
じ
た
の
は
、
大
暦
四
年
以
降
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
作
の
成
立
は
、
韋
の
揚
州
旅
行
以
後
の
洛
陽
時
代
と
考
え
ら
れ
る
。
（
36）
「
韋
擬
」
中
の
詩
語
と
同
一
の
詩
語
を
用
い
て
い
る
（
３
）
に
属
す
主
な
詩
は
、
以
下
の
通
り
。「
韋
擬
１
」

「
朔
風
」
―
「
因
朔
吹
斷
」（「
賦
得
浮
雲
起
離
色

述
誠
」
巻
四
）・「
嚴
霜
」
―
「
嚴
霜
晨
淒
淒
」（「
同
長
源
歸
南
徐
寄
子
西
子
烈
有
道
」
巻
二
）、
「
韋
擬
３
・
５
」
「
芳
時
」
―
「
芳
時
坐
離
散
」
（
「
李
	」
巻
四
）
、
「
韋
擬
４
・
12」
「
徘
徊
」
―
「
徘
徊
洛
陽
中
」
（
「
洛
陽
韓
丞
東
游
」
巻
四
）
「
韋
擬
５
」
「
嘉
樹
」
―
「
繚
繞
帶
嘉
樹
」
（
「

龍
門
香
山
泉
」
巻
七
）
、
「
雲
路
」
―
「
雲
路
且
深
」
（
「
洛
陽
韓
丞
～
」
巻
四
）
、
「
緘
情
」
―
「
緘
情
未
及
発
」
（
「
酬
李
	」
巻
五
）
、
「
韋
擬
６
」
「
草
木
」
―
「
草
木
同
時
植
」
（
「
洛
都

寓
」
巻
七
）
、
「
韋
擬
６
・
９
」
「
好
鳥
」
―
「
好
鳥
始
云
至
」（「
再

龍
門
懷
舊
侶
」
巻
七
）、「
韋
擬
９
」
「孤
景
」
―
「
淒
清
孤
景
凝
」（「
酬
韓
質
舟
行
阻
凍
」
巻
五
）、「
韋
擬
11」
「萬
里
」
―
「
如
彼
萬
里
行
」
（「
同
長
源
～
」）、「
韋
擬
12」
「空
閨
」
―
「
孤
妾
守
空
閨
」（「
同
長
源
～
」）。
（
37）
「
同
徳
１
」
以
外
の
六
首
は
、
以
下
の
通
り
。
２
「
同
徳
精
舎
養
疾
、
寄
河
南
兵
曹
東
廳
掾
」、
３
「
同
徳
寺
雨
後
、
寄
元
侍
御
李
博
士
」、
４
・
５
「
同
徳
閣
期
元
侍
御
李
博
士
不
至
、
各
投
贈
二
首
」（
以
上
、
巻
二
）、
６
「
李
博
士
弟
以
余
罷
官
居
同
徳
精
舎
、
共
有
伊
陸
名
山
之
期
。
久
而
未
去
。
枉
詩
見
問
。
中
云
、
宋
生
昔
登
覽
。
末
云
、
那
能
顧

。
直
寄
鄙
懷
、
聊
以
爲
答
」（
巻
五
）、
７
「
同
徳
精
舎
舊
居
傷
懷
」（「
韋
悼
19」、
巻
六
）
。
な
お
傅
琮
氏
は
、
同
徳
寺
は
、
洛
陽
の
丞
辞
職
後
の
閑
居
先
と
す
る
が
、
採
ら
な
い
。
拙
論
で
は
、
陶
注
に
従
う
。
（
38）
「
上
は
浮
雲
と
斉
し
」
と
高
さ
を
誇
示
し
、「
交
結
綺
（
透
か
し
彫
り
の
綾
模
様
で
飾
ら
れ
た
）
の
窓
」、「
阿
閣
（
四
面
に
軒
の
あ
る
東
屋
つ
く
り
の
楼
閣
）
三
重
の
階
」。
（
39）
こ
の
「
～
を
吐
く
」
と
い
う
表
現
は
、
「
韋
擬
５
」
に
も
②
「
蕪
（
香
草
）
幽
芳
を
吐
く
」
と
見
え
、「
韋
擬
」
と
同
徳
寺
の
関
わ
り
を
看
取
し
得
る
。
な
お
「
吐
月
」
は
、
梁
・
均
「
疎
峰
時
吐
月
」（「
登
壽
陽
八
公
山
」）、
唐
代
で
は
、
李
杜
に
も
用
例
が
あ
る
擬
人
化
用
法
。
（
40）
孫
望
「
繋
年
校
箋
」
は
、
貞
元
二
年
秋
、
江
州
刺
史
の
時
の
作
（
巻
八
）
と
す
る
が
、
根
拠
は
示
さ
な
い
。
（
41）
三
観
点
は
、
無
論
、
相
互
に
関
連
す
る
が
、
「
古
十
九
」
「
韋
擬
」
「
韋
悼
」
三
つ
巴
の
複
雑
さ
を
少
し
で
も
整
理
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。
（
42）
「
韋
擬
１
・
７
・
８
」
―
冬
、「
韋
擬
２
・
３
・
５
・
９
・
12」
―
春
、「
韋
擬
４
・
６
・
10」
―
秋
。「
陸
擬
３
・
７
」
―
冬
、「
陸
擬
４
・
５
・
11」
―
春
、「
６
・
12」
―
秋
。
（
43）
「
若
」
は
、
底
本
・
元
刊
本
な
ど
は
、
皆
「
苦
」
に
作
り
、
官
板
『
韋
蘇
州
集
』・
嵩
山
堂
版
は
、「
若
」
に
作
る
。
拙
論
で
は
、
後
者
を
と
る
。
（
44）
「
韋
悼
20」「
扶
風
精
舎
舊
居
、
簡
朝
宗
巨
川
兄
弟
」
も
、
妻
と
か
つ
て
住
ん
だ
旧
居
に
立
ち
寄
り
、
妻
の
兄
弟
に
対
し
て
「
芳
時
は
去
り
て
已
に
空
し
」
と
哀
嘆
す
る
の
は
、
孤
独
な
「
今
」
と
の
対
比
と
し
て
、
す
で
に
例
示
し
た
（
第
一
章
第
二
節
）。
（
45）
詩
題
は
、「
蒲
塘
駅
を
発
し
、
沿
路
泉
谷
村
墅
を
見
、
忽
ち
京
師
の
旧
居
を
想
ひ
、
昔
年
を
追
懐
す
」。
（
46）
「
平
生
」
は
、
ほ
か
に
、
「
宴
別
幼
遐
與
君
兄
弟
」
（
巻
四
、
九
韻
）
と
い
う
、
妻
の
弟
元
錫
（
字
は
君
）
た
ち
と
親
友
李
	（
字
は
幼
遐
）
と
の
送
別
の
宴
の
詩
に
も
見
え
る
。
⑮
平
生
有
壯
志
平
生
壮
志
有
り
⑯
不
覺
霑
裳
覚
え
ず
涙
裳
を
霑
す
⑰
况
自
守
空
宇
況
ん
や
自
ら
空
宇
を
守
る
を
や
⑱
日
夕
但
彷
徨
日
夕
但
だ
彷
徨
す
「
平
生
有
壯
志
」
は
、
既
出
（
第
三
章
）
「
韋
悼
４
」
「
冬
夜
」
の
「
晩
歳
夙
志
淪
ぶ
」
の
「
夙
志
」
を
意
味
す
る
。
ま
た
送
別
会
と
は
い
え
、「
涙
霑
裳
」
は
、「
古
19」
の
「
涙
下
り
て
裳
衣
を
沾
す
」
を
踏
ま
え
、
「
韋
悼
24」
の
「
涙
裾
に
盈
つ
」
と
類
似
す
る
過
度
の
愁
嘆
表
現
で
あ
る
。
や
は
り
妻
の
兄
弟
と
い
う
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
空
宇
」
は
、「
寡
婦
賦
」
に
基
づ
き
、「
韋
悼
17」
に
「
歳
晏
空
宇
を
仰
ぐ
」
と
詠
う
。
日
暮
れ
て
彷
徨
す
る
詩
人
の
姿
は
、「
夢
想
に
忽
ち
睹
る
が
如
く
、
驚
起
し
て
復
た
徘
徊
す
」（「
韋
悼
１
」）
な
ど
、「
韋
悼
」
に
酷
似
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
作
を
「
韋
悼
33」
と
し
て
認
め
た
い
。
韋
應
物
悼
亡
詩
論
（
承
前
）
三
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（47）
「
朔
鳥
」
と
す
る
の
は
、
李
善
注
『
文
選
』
巻
二
十
三
。
六
臣
注
、
そ
の
他
の
テ
キ
ス
ト
は
、「
翔
鳥
」
に
作
る
。「
朔
」
の
方
が
よ
り
類
似
し
て
お
り
、
韋
の
見
た
テ
キ
ス
ト
は
、
李
善
注
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
（
48）
「
四
禪
精
舎
」
は
、
『
寶
刻
叢
編
』
巻
二
十
に
「
天
宝
十
一
年
」
（
七
五
二
）
の
建
立
と
あ
る
が
、
そ
の
刻
石
地
は
、
未
詳
（
陶
注
）。
た
だ
「
温
泉
」「
馳
道
」
の
詩
語
か
ら
、
昭
應
県
驪
山
の
華
清
宮
に
近
い
仏
寺
と
考
え
ら
れ
る
。
（
49）
鴿
は
、
仏
寺
と
縁
が
深
く
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
五
、
城
北
に
「
尸
毘
王
が
鴿
を
助
け
た
と
こ
ろ
に
寺
を
建
て
た
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
（
阮
注
）。
ま
た
北
魏
で
中
書
令
・
国
子
祭
酒
を
務
め
た
崔
光
は
、
晩
年
、
熱
心
に
仏
教
を
信
じ
、
あ
る
と
き
門
下
省
で
読
経
し
て
い
る
と
、
鴿
が
飛
ん
で
き
て
、
膝
の
前
に
止
ま
り
、
長
い
間
、
懐
に
入
っ
た
り
、
肩
に
乗
っ
た
り
し
た
と
い
う
（『
魏
書
』
巻
六
十
七
）。
同
じ
く
北
魏
の
王
崇
は
、
親
孝
行
と
し
て
有
名
だ
が
、
母
の
死
後
、
殯
室
で
昼
夜
慟
哭
し
て
い
る
と
、
鴿
の
群
れ
が
飛
来
し
、
そ
の
中
の
白
く
て
黒
目
の
小
鳥
は
、
朝
夕
去
ら
ず
、
彼
に
寄
り
添
っ
た
と
い
う
（
『
魏
書
』
巻
八
十
六
）
。
こ
の
話
に
拠
れ
ば
、
鴿
は
、
亡
き
妻
の
化
身
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
（
50）
現
行
十
巻
本
の
編
成
は
、
北
宋
・
王
欽
臣
に
拠
る
（
嘉
祐
元
年
（
一
〇
五
六
）
の
序
文
）。
巻
六
「
感
」
に
収
録
さ
れ
た
悼
亡
詩
が
「
十
九
首
」
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
、
王
欽
臣
が
「
古
十
九
」
と
の
関
わ
り
を
意
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
51）
前
掲
注（
14）、
六
十
頁
。
（
52）
『
日
知
録
集
釋
』
（
前
掲
注
（
８
））
巻
二
十
一
「
詩
體
代
降
」
。
顧
炎
武
は
続
け
て
「
不
似
則
失
其
所
以
爲
詩
。
似
則
失
其
所
以
爲
我
。
李
杜
之
詩
、
所
以
獨
高
於
唐
人
者
、
以
其
未
嘗
不
似
、
而
未
嘗
似
也
。
知
此
者
可
與
言
詩
也
已
矣
。」
と
説
き
、「
倣
」
の
意
味
と
危
う
さ
を
指
摘
す
る
。
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